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輸精管結紮 ノ睾丸内分泌ニ及ボス影響ニ就テ

(其 ノ七)

京都帝國大 學部外科伊藤教授ノ 「クリニック」ヨリ

二 川 元 治 郎 述

第 四 目　 間質組織ノ變化

術後第二十四時間ニ於ケル變化

本時期ニ於テハ,間 質組織ニ殆 ド變 化無キガ如 キモ,巳 二其ノ諸所ニ於テ漿液發生シ,且 組織球性細砲,殊 ニ

巨大貪喰細胞ノ稍 々著 シク増殖 シテ,巳 ニ其 ノ數箇 ノ細精管腔内ニ遊走 セルテ認メタリ,サ レド間細胞ニハ未ダ

變化無 キガ如 シ.間 質組織中ノ毛細血管ニハ血球充實セリ.

術後 第六十時間ニ於ケル變 化

間質組織 ハ尚ホ肥大セザルモ,其 ノ諸所 ニ於テ漿液竝ニ類脂肪體 ノ存在 セルヲ認メ,組 織球竝 ニ巨大貪喰細胞

ノ群在セル所多 ク,巳 ニ可ナリ兩者ノ増殖 セルテ見 ル.而 シテ後者ノ十數箇細精管内ニ遊走 シテ,盛 ニ精細胞ノ

頽敗物質ヲ貪喰セル像 テ認メタリ.間 細胞亦群在セル所多 キモ,尚 ホ増加 セザルガ如 シ.毛 細血管腔ニハ血球充

實セリ.

術 後第七日ニ於ケル變化

間質組織ハ,細 精管ノ處ニヨリテ巳ニ輕度ニ萎縮セル結果,稍 々増容セルが如 ク思 ハレ,兩 者ノ間腔ニ於テ漿

液ノ瀦溜 セルアリ,且 其ノ他ノ諸部分ニ於テモ,漿 液竝ニ類脂肪體ノ前述 セル時期ニ於ケルヨリモ概シテ多ク存

在セルヲ認 ム.組 織球竝ニ巨大貪喰細胞 ハ増殖シ,其 ノ細胞體内ニ正常 ヨリ多クノ類脂肪體ヲ容 レ,就 中後者ノ

細精管内ニ移行 シテ,盛 ニ精細胞ノ頽敗物質テ貪喰セル像 チ認 メタリ.間 細胞 ハ其ノ細胞體内ニ正常ヨサ多量ノ

類脂肪體チ容 レテ肥 大シ,群 在乃至散在セリ,サ レド未ダ増殖セルカ如 キ像 チ認メズ.而 シテ本時期ニ於テハ前

述 セルガ如ク,精 細胞融解現象ノ盛 ナル時ニシテ,且 試験獸 ハ術後一旦低下セル性慾ノ未 ダ恢復セザル時ナリ.

術後第十三 日二於ケル變化

間質組織 ハ巳ニ極度ニ増殖 シテ其ノ内ニ存在 セ〓組織球竝 ニ巨大貪喰細胞中等度 ニ増加 シ,其 ノ細胞胆内ニ類

脂肪體 ヲ證明ス.而 シデ兩者ノ數箇細精管内ニ移行 シテ精細胞ノ頽敗物 チ貪喰 セル像チ認メタリ.間 細胞 ハ尚ホ

其ノ増殖 ヲ認メザルモ,著 シク肥大シテ核ノセルトリ一氏細胞ノ夫 レニ比 ス可 キ者多ク,前 時期ニ於テ證明セウ

ガ如 ク, 尚 ホ其ノ細胞體内ニ稍 々減量 セル類脂肪體 ノ存 セルヲ見 タリ.而 シテ本時期ニ於テハ前述セルガ如ク.

巳 ニ其ノ精細胞融解現象最盛期 ヲ超エ,且 生物學的觀察ニ於テ,一 側 ニ手術 ヲ行ヘル者ノ漸 ク術後一旦低下セル

性慾 ヲ恢復 スル頃 ナリ.

術後第二十 日ニ於ケル變化

間質組織 ハ軽度乃至中等度ニ増殖 シ,組 識球竝ニ巨大貪喰細胞又其ノ増殖度 ヲ進行 シテ,諸 所ニ群在セルコト
ノ

多 ク,且 細精管腔内ニ融數箇遊走 シ來 レルヲ見 ル.間 質ノ諸所ニ於テ漿液存在セリ,間 細胞 ハ肥大シ,諸 所ニ群

在 シテ幾分増殖セルガ如 ク惟 ハルルモ,尚 ホ確實ナル像 ニ接 セズ,其 ノ細胞體内ナル類脂肪體 ハ著 シク其ノ量チ

減少 セリ,殊 ニ血管ノ外鞘 ニ於テ横タハレル者ニ共ノ著甚ナルヲ見 ル.而 シデ本時期ニ於 テハ細精管内ニ於ケル
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精細胞融解現象 ハ著シク進行 シ,其 ハ頽敗物質ノ大部分吸收セラレタル時ニシテ,試 驗獸ハ術前ニ於ケル高度ノ

性慾 ヲ保テル時期ナリ.

術 後第三十日ニ於クル變化

間質組織ハ中等度ニ増殖 シ,殊 ニ其ノ度ハ白膜ニ接セル部分ニ於テヨリ大ナリ.漿 液尚ホ其 ノ諸所ニ存 在スル

モ,漸 ク其ノ量ヲ減少セリ.組 織線及 ビ巨大貪喰細胞 ハ中等度ニ増殖 シテ尚 ホ後者ノ細精管腔内ニ移行スルヲ見

ルモ,其 ノ數及ビ箇所少キガ如 シ.間 細胞 ハ諸所ニ群在乃至散在 シテ幾分増殖セルガ如 ク惟ハルルモノア リ.大

ナル面積ヲ有スル間質組織島ニ於 テ四乃至五箇ノ毛細血管ノ存在セルヲ認メタリ.而 シテ此ノ時期ニ於テハ最早

細精管ハ著シク萎縮 シテ精祖細胞以上ノ細胞 ヲ止メズ,且 巳ニゼルトリー氏細胞ノ幾分増殖セルヲ認メタ リ.而

シテ試驗獸ハ術前ニ劣 ラザル性慾度ヲ保持セルヲ見 ル.

術後第三十八日ニ於ケル變化

間質組織ハ術後第三十日ニ於ケル所見ヨリモ更ニ増殖 シ,殊 ニ其ノ度ハ白膜ニ接セル部ニ於テ大ナリ.然 レ共

該増殖ノ度モ部位ニヨリテ異ナリ,殊 ニ著 シク萎縮 シテ單ニセル下リー氏細胞ノミヲ止ムルガ如 キ細精管ノ附近

ニ於テヨリ大 ナリ.組織球及ビ巨大貪喰細胞著 シク増殖シテ間質ノ諸所ニ群在乃至散在 シ,血管ノ外鞘 ニ於 テ屡 々

其ノ群在セルヲ見ル.間 細胞 ハ稍々増殖 シテ肥大 シ,核 ノ著 シク大 キクシテゼルトリー氏細胞 ノ夫 レニ匹敵ス可

キ者多々アリ.而 シテ此ノ時期ニ於テハ細精管ノ萎 縮 著甚 ニシテ,已 ニ精祖細胞ノ少数 ヲ止ムルノミナラズ,

ゼルトリー氏細胞ノ著 シキ増殖ヲ來 シ,且 細精管ノ石灰變性ヲ其ノ數箇ニ於 テ認メタル時ニシテ,試 驗獸ハ術前

ニ變 ラザル性慾高度ヲ示ス時期ナリ.

術後第五十一日ニ於ケル變化

間質組織ハ處ニヨリテ多少其ノ増殖 ノ度ヲ異 ニスルモ,著 シク増大 シテ細精管ノ萎縮ニ因ル間腔 ヲ塞ギ,其 ノ

諸所 ニ於テ漿液ノ存在セルヲ認ム.組 織球,巨 大貪喰細胞及ビ間細胞ノ三者何 レモ著シク増殖 シテ群在乃至散在

シ,殊 ニ後者ニ於テ其ノ數著シク大ナリ.而 シテ其ノ細胞體肥大シ,核 亦著 シク大 トナレリ.細 胞體内ニ最早類

脂肪體ヲ殆 ド有セズ.間 質ノ大ナル面積ヲ有スル所ニ於 テハ毛細血管ノ數及ビ共ノ管經ヲ増大セリ.而 シテ此ノ

時期ニ於テハ細精管ハ著 シク萎縮シテゼルトリー氏細胞増殖 シ,精 細胞數甚ダ減少セル時ニシテ,試 験獸 ハ異常

ナル性慾亢進 ヲ來セサ.然 レ共例之一側ニ手術 ヲ行ヘル者ニ於 テ.共 ノ間質ニ於 ケル間細胞ノ著 シキ増殖 ヲ來サ

ザ些者ニ於テハ,年 常ナル性慾 ヲ保持セルヲ見 ル.之 甚 ダ興味アル事 ナリ.

術後第九十日ニ於ケ ル變化

間質組織 ハ前時期ニ於ケルト同ジク著シク増殖 シテ,此 ノ内ニ著 シク多數 ナル間細胞及 ビ組織球性細胞 ヲ容 レ,

其 ノ大 ナル面積ヲ有スル箇所ニ於 テハ,血 管ノ新生セルチ認 ム.而 シテ前述セルガ如 ク,其 ノ一部ニ於テ精蟲發

生ノ再生ヲ見タル細精管在 レ共,其 ノ附近ニ於ケル間質ニ於テ特別 ナル變化ノ在 ルテ認メザリキ,試 験獸 ハ此ノ

期ニ於 テ術後第五十一日ニ於テ認メタルト同グク,異 常ナル性慾ノ亢進ヲ示セリ.然 レ共個獸 ヲ異 ニスルニ由リ

テ間細胞増殖ノ度ヲ異ニシ,其 ノ増殖度弱 キ者ニ於テハ(殊 ニ一側ニ手術 ヲ行ヘル者 ニ於 テ)正常ナル性慾度ヲ示

セリ.

術 後第百十八日ニ於ケリ變化

間質組織 ハ著 シク増殖 シテ其ノ度術後第五十一日及ビ第九十日ノ者ヨリ遙ニ張 ク,著 シク萎縮セル細精管ノ問

隙ヲ満タシテ寧 口其ノ増殖状ノ壮麗 ナルモノアリ.而 シテ精蟲發生ノ再生シテ,再 ピ夫 レノ融解現象ヲ惹起セル

細精管ノ周圍ニ於テハ,其 ノ組織中ニ漿液ノ發生セルアリ,又 組織球性細胞 ノ群在セルアリ.間 細胞 ハ著 シク増
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殖 シテ肥大シ,其 ノ核屡述 セルガ如ク著 シク大 ニシテ,同 細胞 ハ諸所ニ群在乃至散在ス.而 シテ茲ニ興味アルハ,

屡 一細胞膿内ニ,各 一箇ノ核小體ヲ有スル間細胞特有ノ核(正 常ナル間細胞核ノ約二分ノ一大)ヲ 二箇容 ルルヲ

認メ,又 間細胞ノ間接核分裂像ヲ認 メタル事ナリトス. 而 シテ組織球性細胞亦著シク増殖セリ.サ レド其ノ度ハ

間細胞 ヨリ著シク弱ク,屡 々其ノ細胞胆内ニ「カルミン」ニ染着セザル空胞樣分泌物ヲ容 レタリ.間 質組織中ニ於

ケル毛細血管 ハ管腔大トナリ,又 新生セルモノ多シ.而 シテ此ノ時期ニ於テ,細 精管ノ著 シク萎縮 セルハ勿論ノ

事ナルモ,其 ノ一部ニ於テ精蟲發生ノ再生シ,且 一旦再生セル精蟲發生ノ巳ニ再ビ融解現象ヲ惹起スルヲ認メ,

而 シテ著シク増殖セルセルトリー氏細胞中ニハ多數ノ退行變性ヲ起 セル者アルヲ見ル.試 驗獸ハ此ノ期ニ於テ依

然 トシテ異常ニ高 キ性慾度 ヲ示セリ(生 物學的觀察ニ於ケル實驗第四例其ノ一ノ條下參照).

術 後第百四十日ニ於ケル變化

間質組織ノ増殖,間 細胞及ビ組織球性細胞 ノ増殖ノ状態略 々前時期ニ於ケルト同ジ.依 リテ更 ニ其ノ記載ヲ贅

セズ.サ レド茲 ニ注意ス可 キハ,斯 クノ如 キ術後長時期ニ亙 レル觀察 ヲ爲サント欲 セバ,須 ヲク等シク青年雄鼠

ナリト雖モ,其 ノ年齡ノ比較的若キ者ヲ選定セザル可ヲズ.何 ントナレバ,術 後第百四十日ニシテ巳二四箇月十

日ヲ經過 シ,若 シ夫 レ手術落日ノ年齡十一,二 箇月ノ成熟鼠 ナリトセバ,已 ニ此 ノ期 ニ於テ壮年期,而 モ夫ハ今

一 ,二 箇月ニシテ老年期ニ入ル所謂壮年後期ニ在 リテ,實 驗 ノ此ノ期迄及プガ故ニ,其 ノ結果ニシテ壮年鼠 ニ於

ケ ル實 驗 ト紛 フコ トア レ バ ナ リ.

以上 ノ記載 ニ由 リテ觀 ル ニ,間 質組 織 ハ術 後第 七 日ニ シテ一部 分輕 度 ニ増殖 シ,同

第 十三 日ニ シテ輕度 ニ,同 第 二十 日ニ シヲ輕度 乃至 中等 度 二,同 第 三十 日ニ シ テ中等

度 ニ,同 第三十八 日ニシテ中等度乃至高度 二,同 第五十一 日乃至第九十 日ニシタ高度

ニ,同 第百十八 日乃至第 百四十日ニシテ最高度 ニ増殖 シテ,細 精管 ノ萎縮 ニ因ル間腔

ヲ填 グ(然 レ共間々著 シク増殖 セル間質組織 内 ニ於 テ,間 腔乃至間隙 ノ存在 セル ヲ見

ル),而 シテ其 ノ間 ニ漿液及 ビ類脂肪體 ノ散 在スノレヲ認 メラル,此 ハ概 シテ術後第二十

四時間 ヨリ第三十 日前後 ニ亙 リテ多 ク,殊 ニ細精管 内ニ於 ケル精 細胞融解現象ノ烈 シ

クナル ニ連 レク,之 ト稍 々遲 レテ其ノ量 ヲ増 スヲ見 ル.而 シヲ其 ノ著 シク増殖 セル箇

所,殊 ニ其 ノ大 ナル面積 ヲ有 スル箇 所ニ於 テハ,毛 細血管 ノ擴大 シ,及 ビ新生 セル ヲ

認 メタ リ.

間質細胞中組織球竝 ニ巨大貪喰細胞 ハ已 ニ術後第二十四時間ニ シク多少増殖 シ,殊

ニ後者 ノ細精管腔 内ニ遊走 シテ,盛 ニ精細胞 ノ頽敗物 ヲ貪喰 セル ヲ認メ,同 第六十時

間 ニシテ同 ジク中等度 ニ増殖 シ,同 第七 日ニシテ已ニ著 シク増殖 シ,同 第二十 日,第

三十 日及 ビ第三 十五 日ニ亙 リヲ次第 二其 ノ増殖 ノ度 ヲ進 ムルヲ見ル.サ レド其 ノ後ハ

間細胞 ノヨ リ著 シキ増殖 ニ蔽 ハ レテ其 ノ數寧 口減 少ス.而 シテ敍 上ノ各時期 ニ於 テ,

術 後第 二十四時間 ニ於 テ見 タルガ如 ク,數 箇乃至十數箇 ノ組織球性細胞殊 ニ巨大貪喰

細胞 ノ細 精管内 ニ遊走 シテ,頽 敗物質 ヲ盛 ニ貪喰 セル像 ヲ認 メタ リ.

間細胞 ハ術 後第 二十 四時間及 ビ第六十時間 ニ於 テハ未 ダ甚 シキ變 化 ヲ呈 セザルモ,
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同第七 日ニ於 テ已ニ肥大 シ,其 ル細 胞體 内 ニ精 細 胞 ノ破壞 ニヨリテ生 ゼル頽敗物質

(殊 ニ類脂肪體)ヲ 吸收 セル ヲ認 メ,同 第十三 日ニ於 テモ同樣 ニ シテ肥 大 シ,且 核 ノ著

シク増大 シテゼル トリー氏細胞 ル夫 レニ比ス可 キモノアル ヲ認 メ,同 第二十 日ニ シテ

漸 ク増殖 セルガ如 ク,同 第三十 日乃至第三十八 日ニシテ其 ノ確實 ニ稍 々増殖 シ,同 第

五十一日ニ於 テ著明 ニ増殖 セルレヲ認 メタ リ.而 シテ同第百十八 日後 ニ於 ケル檢 索ニ於

テハ共 ノ著 シク増殖 セル ヲ認 メタル ノ ミナ ラズ,
一細 胞體 内 ニ二箇 ノ核 ヲ有 スルレ者 ア

ルレヲ認 メ,加 之, 間接核 分裂 像 ヲ呈 セル者 アル ヲ認 メヌ. 而 シテ術 後第五十一 日後 ニ

於 ケルレ觀察 ニ於 テハ,其 ノ増殖 ノ度組織球性細胞 ヨリモ著 シク,其 ノ數遙 ニ大 ナリ.

要之,間 質組織ハ造精組織,即 チ精細胞 ノ退行變性進行 ノ度 ニ連 レテ増殖 スルレモノニ

シテ,細 精管 ノ萎縮度大ナルレニ及 ンデ益 々増殖 スルモル ナリ.而 シテ其 ノ間ニ群在乃

至散任セル間細胞及 ビ組織球性細胞 モ概 シテ之 ニ準 ジテ増減 ス.然 レ共 茲 ニ注意 ス可

キハ,後 者 即チ組織球性細胞 ノ前者即チ間細胞 ヨリハ早 ク増殖 シ,中 ニハ細精管 内ニ

遊走 シテ盛 ニ精細胞 ノ頽敗物質 ヲ貪喰 シ,其 ノ後次第 ニ其 ノ數 ヲ増加 スルレモ,術 後 一

定期 日,即 チ余 ノ例 ニ於 テハ術後第五十一日ニシテ,最早其 ノ増殖機轉 ヲ停止 セルレガ如

キ ヲ認 メタ リ.反 之,間 細胞 ハ術 後 間 モ ナク精細 胞 ノ頽 敗物 質(殊 ニ類 脂肪 體)ヲ 吸收

シテ肥 大スル モ,稍 々遲 レテ増 殖 シ,其 ノ後益 々其 ノ度 ヲ高 メ,細 精管 ノ萎 縮 ニ ヨ リ

テ生 ゼル 間隙 ヲ密 ニ満 タ シテ,其 ノ増 殖 ノ状 ノ壮麗 ナル モ ノア リ.而 シテ斯 クノ如 ク

増 殖肥 大 セル 間細胞 ル凡 テハ,高 度 ナル生 體染 色 ニ於 テ皆陰 性 ナ リキ.ナ レ ド敍 上 ル

如 キ間質組 織 ノ變 化 モ,造 精 組織 ノ變 化 ニ於 テ認 メタノンガ如 ク,睾 丸 ノ部 位 ニ ヨ リ,

或 ハ個 獸 ニ ヨ リテ其 ル増殖 ノ度 ヲ異 ニ シ,殊 ニ間細 胞 ノ變 化 ニ於 テモ差 違 アルレモ ノ ニ

シ テ,又 生物 學的 觀察 ニ於 テ術 径其 ノ性 慾恢 復 ノ速 度 ニ遲 速 ア リ,且 同 ジク一 定期 日

後,或 ル試 驗獸 ニ於 テハ異 常 ナルレ性 慾 ノ昂 進 ヲ來 シ,或 ル試 驗 獸 ニ於 テハ何等 ノ變 化

ナ ク シテ,正 常 ナル性 慾度 ヲ保持 セルレ差 違 アル ハ,茲 ニ其 ノ因 ヲ發 スル モノ ナル可 シ.

然 レ共 概 シテ兩側 ニ手術 ヲ行 ヘル 者 ニ於 テハ,其 ノ左,右 睾丸 ニ於 ケル變 化同樣 ナ リ.

而 シテ一側 ニ手術 ヲ行 ヘル者 ニ於 テ,他 側 睾丸 ノ間質組織 ニ何 等 ノ變 化 ヲ認 メザ リキ.

第 五 目　 先人ノ實驗結果 トノ比較

以上 ノ所 見 ニ據 リテ余 ハ, Bouin u. Ancel, Tandler u. Gross, Steinach, Lipschutz等 所

謂 睾九 間細胞 内分泌 説 ヲ主 張 スル學 者 ノ見 タ ルレガ如 ク,睾 丸,副 睾 丸間 ヲ結 紮 スルレ時

ハ,一 定 時 日ノ後 間細胞 ノ増 殖 スルv毛ノ ナルレヲ認 ム.而 シテ之 ニ加 フルレニ,著 シク増

殖 セル 間細 胞 中 ニ於 テ,其 ノ細胞 體 内 ニ二箇 ノ核 ヲ有 スル 者 アル ヲ認 メ,加 之,間 接

核分裂像 ヲ呈 セルモノアル ヲ創見セ リ.而 シテ是 ニ由 リテ,從來精細胞内分泌説 ヲ主張
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スル學派 ノ,攻 撃材料タ リシ間細胞増殖 ノ證 ヲ見 タル コ トナシ トノ論難 ニ對 シテー矢

ヲ酬 ヒタ リ.此 ノ以外 ニゼル トリー氏細胞 ノ術後一定期 日間 ハ次 第 ニ増 殖 肥 大 スル

モ,更 ニ一定時 日ヲ經過セバ萎縮 シ,且 退行變性 ニ陷 ルモノアルヲ見タ リ.精 蟲發生

ハ術後間モナク精細胞 ノ融解現象 ヲ起 スニ由 リテ,睾 丸 ノ大部分 ニ於 テ消失 スル モ,

術 後一定時 日ヲ經過セバ,再 ビ其 ノ一部 ニ於 テ再生 シ(遺 殘 セル精祖細胞 ヨリ再生ス

ル ガ如 シ),而 シテ再 ビ融解現象 ヲ起ス ヲ見タ リ.尚 ホ本現象ハ一側 ニノ ミ手術 ヲ施 セ

ル 際ニ於 テモ,其 ノ睾丸 内ニ於 テ現出 スル ヲ見タ リ.而 シテ精細胞融解現象 ノ起ルニ

及 ンデ組織球性細胞 ノ細精管内ニ移行 スル ヲ見 タ リ.

第 六 目　 結 論

(一)青 年鼠 ニ於 ノ,睾 丸,副 睾丸間 ヲ結 紮スル時 ハ,其 ノ睾丸組織 ニ變化 ヲ來 ス

モノナ リ.即 チ造精組織ハ萎縮 シ,間 質組織 ハ増殖 ス.而 シテ睾丸全體 トシテ重量竝

ニ容積 ヲ減量乃至減容 シテ著 シク萎縮 ス.

(二)造 精組織 ノ變化 トシテ擧グ可 キモノハ,精 細胞 ノ融解現象,ゼ ル トリー氏細

胞 ノ増殖,肥 大(初期)竝 ニ萎縮 退化(後 期),細 精管 ノ萎縮,固 有膜 ノ肥厚及 ビ後期

ニ於 ケル精蟲發生 ノ再生竝 ニ其 ノ再融解現象等 ナ リ.

(三)間 質組織 ノ變化 トシテ擧 グ可 キモノハ,間 質 ニ於 ケル漿液ノ發生竝 ニ類脂肪

體 ノ増減,結 締織,組 織球,巨 大貪喰細胞竝 ニ間細胞 ノ増殖及 ビ毛細 血管 ノ新生等ナ

リ.

(四)造 精組織竝 ニ間質組織兩者間 ノ變化 ニハ密接 ナル關係在ルモ ノニ シテ,前 者

ノ萎縮 セル ニヨリテ生 ゼル間隙 ヲ後者 ノ増殖 シテ充タスモノナ リ.換 言ス レバ後者ノ

代償性増殖 ヲ營 ムモノナ リ.

(五)精 細胞融解現象 ハ術後第二十四時間ニ シテ已ニ惹起 セラレ,其 ノ後次第 ニ共

ノ度 ヲ高メ,同 第七 日前後 ニ於 テ最 モ烈 シク,同 第十三 日前後 ニ於 テ已ニ其 ノ最盛期

ヲ過 ギ,同 第二十 日乃 至第三十 日前後ニ於 テ末期 ニ達 セルガ如 ク,其 ノ融解産物 ノ殆

ド吸收セ ラレテ一部 ノ細精管 ニ精祖細胞 ヲ止ムル ノ ミナル ニ至 レリ.而 シテ此ノ期 ニ

於 テ已ニ一部 ノゼル トリー氏細胞 ノ増殖 シ初 メ,同 第三十八 日(細 精管内 ニ於 ケル石

灰變性初 メテ出現 ス),第 五十一 日及 ビ第九十 日ニ於 テ其 ノ著 シク増殖 シ,同 第百十八

日ニ於 テハ斯 クシテ一旦増殖 セル同細胞 モ一部退行變性 ニ陥 レル ヲ認 メタ リ.而 シテ

此 ノ期及 ビ巳ニ術後第九十 日ノ兩 期 ニ於 テ,一 旦消失 セル精 蟲發生 ノ一部 ノ細精管ニ

於 テ再 生 シ,殊 ニ後期 ニ於 テ其 ノ再 ビ融解現象 ヲ惹起 セルヲ見タ リ.之 ヨリ先 キゼル

トリー氏細胞 ハ已 ニ精細胞融解現象 ノ起 ル ト共 ニ,其 ノ融解産物 タル類脂肪體竝 ニ蛋
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白質 ヲ吸收 シテ肥大 セ リ.要 之,睾 丸,副 睾丸間結紮 ニ由ル精細胞 ノ退行變性 ハ徹底

的 ノモ ノニ非 ズ シテ,常 ニ少數ノ精祖細胞 ノ遺殘 セル ヲ見ル.

(六)細 精管 ノ萎縮 ハ概 シテ其 ノ内容タル精細胞 ノ退行變性進行 ノ度 ニ比例 スルモ

ノニシテ,固 有膜 ノ肥厚亦之 ニ準 ゼ リ.

(七)間 質組織 ノ増殖 ハ造精組織 ノ萎縮 ニ比例スルモノナル ガ,其 ノ内容 ノータル

組織球性細胞 ノ増殖 ハ少 シク之 ト趣 ヲ異 ニ シ,精 細胞融解現象 ノ起 ル ト共 ニ已ニ著 シ

ク増殖 シテ,其 ノ一部ハ細精管内 ニ移行 シテ盛 ニ精細胞 ノ融解産物 ヲ貪喰 シ,且 其 ノ

細胞體 内ニ類脂肪體 ヲ正常 ヨリ多 ク包含 シ,後 益 々増殖 シテ其ノ數 ヲ増加スル モ,漸

ク精細胞融解現象 ノ衰 フル ニ及 ンデ其 ノ度減少 シ,術 後第五十一 日ニ於 テハ,其 ノ夥

シキ數 ノ増殖 セル間質組織中ニ群在乃至散在 セル ヲ認 ムルモ,最 早静止状態 ニ到 レル

ヲ想像 セ シム.而 シテ之 ヨリ先 キ一旦其 ノ原形質内 ニ攝 リ入 レタルレ類脂肪體 ヲ次第 ニ

排泄 セリ ト覺 シク,最 早殆 ンド其 ノ影 ヲ止 メザル カ,或 ハ僅 ニ其 ノ之 ヲ保有セ リ.

(八)間 細胞ハ之 ニ反 シテ,術 後漸 ク第二十 日乃至第三十 日前後 ニ於 テ輕度 ニ増殖

シ,共 ノ後次 第 ニ増殖 ノ度 ヲ進 メ,同 第 百十 八 日ノ所 見 ニ於 テハ,著 シク増殖 肥 大 シ

テ間質組織 中 ニ群在乃 至散 在 シ,細 精 管 ノ萎 縮 ニ因 リテ生 ゼル 間隙 ヲ充 タ シ,其 ノ増

殖 ノ状壮 麗 ナル モ ノア リ.サ レド茲 ニ注 意 ス可 キハ,術 後 已 ニ第 七 日ニ シテ共 ノ原 形

質 内 ニ精細胞 ノ融 解 産物 ト覺 シキ類脂肪 體 ヲ正 常 ヨリ多 ク容 レテ肥 大 シ,其 ノ後 次 第

ニ其 ノ量 ヲ減少 セル コ トナ リ.之 生 物 學的 觀察 ニ於 テ,術 後 其 ノ性慾 ニ變 化 ヲ來 ス ニ

參 照 シ興 味 ア リ.

(九)以 上 ノ造精組 織 竝 ニ間質 組織 ノ變 化 ハ,睾 丸 ノ部 分 ニ ヨ リ,又 試驗 獸 ニヨ リ

テ其 ノ進 行度 ヲ異 ニス ル モノ ナ リ.サ レド兩側 ニ手 術 ヲ行 ヘル モ ノニ於 テハ,多 ク其

ノ變 化左,右 睾丸 ニ於 テ同 様 ナル ヲ見 タ リ.而 シテ一 側 ニ手術 ヲ行 ヘル者 ニ於 テ,他

側 ノ睾 丸 ニ於 ケル造精組 織 ノ著 シキ代償 性肥 大 ヲ認 メザ リキ.然 レ共 其 ノ一 部 ノ細 精

管 ニ於 テ精 蟲發 生 ノ再生 セル ヲ認 メヌ.

第 四 項 壮年鼠(壮 年後期 ニ在 ルモノ)ノ睾丸 ニ於 ケル變化

第 一 目　 緒 言

壮年鼠 ニ於 ケル觀察 ヲ爲 シタル モノハ未ダ之無 シ.而 シテ其 ノ睾丸 ニ於 ケル變化 モ

青年鼠 ノ睾丸 ニ於 ケル夫 レト甚 ダ シク趣 ヲ異 ニ シ,吾 人 ヲ シテ其 ノ術 後ニ於 ケル生物

學 的所見 ノ變化 ニ照合 シテ最 モ興味 ヲ喚起セ シメ,且 最モ其 ル兩者 間 ノ關聯 ニ關 シ,

解 説 ノ困難 ヲ喫 セシムル者 ア リ.左 ニ先 ヅ之 ガ正常睾丸 ノ組織像 ヲ擧 グ可 シ.
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第 二 目　 正常ナル壮年鼠睾丸ノ組織學的所見

余ノ用キタル壮年鼠 ハ年齡生後十五箇月十日ヨリ十六箇月十二日ニ及べル所謂今一,二 箇月ニシデ老年期ニ入

ル壮年後期 ニ在 ルモノナルガ,其 ノ睾丸組織 ハ巳ニ多少ノ退行性變化チ示 シデ新生セラレタル精絲數寡ク,且 共

ノ一部ノ血管ニ於テ血管硬化Arterloskleroseル 發來セルチ見 ル.即 チ先ツ造精組織 ル變 化ニ就 イデ見ルニ,其 ノ

大部分ル細精管 ニ於 テ.尚 ホ精蟲發生ノ存在セルモル(但 シ精絲 ル數寡 シ),巳 ニ一部ノ細精管 ニ於デハ精細胞ル

退行性變化テ示 シテ.單 ニ精娘細胞 チ稍失セルモノヨリ,十 数箇ノ精祖細胞 ノミチ止ムルカ,或 ハ尚ホ進ンデ巳

ニ其ル管腔内ニ於テ,種 々ナル程度ノ石灰變性チ呈セルモノアルチ見 ル.即 チ之ヲ前述 セル青年鼠 ル睾丸ニ於ヶ

ル術後ノ變化 ニ徴 シ,自 然的退行變性 ニ於 デモ同様 ナル組織像チ呈セルデ知 ル(詳 細 ハ同鼠ノ條下參照),由 リデ

茲 ニ其ノ階段的變化ノ記載ヲ贅セズ,反 之,間 質組織 ル變化 ハ尚ホ著 シカラメシテ,殆 ド其ノ増殖セルテ認メズ

(白 膜ニ接 セル部 分モ増殖 セズ),間 細胞 組織球 及ビ巨大貪喰細胞 ハ其ノ間 ニ群在乃至散在 シ,間 質組織ノ増殖

セル者及ビ老鼠 ノ同組織 ニ於 ケルガ如 ク見易スカヲメシヲ,間 細胞中ニハ巳ニ其 ノ細胞體 ノ萎縮セルモノアリ.

而 シデ同組織内ニ於 ケル血管モ亦弱度乃至中等度ノ血管硬化ヲ示セリ.

第 三 目 造精組織ノ變化

觀察期間 ハ後述 スル間質組織 ニ於ケルト同ジク術後第二十四時間 ヨリ第四十日ニ至ルモノナリ.概 觀 スルニ肚

年鼠ニ於ケル本組織 ノ變化ハ,前 述セルガ如 ク,巳 ニ其ノ一部 ニ於 デ精細胞ノ退行性變化 チ呈 セルガ故ニ,豫 メ

此ノ知見チ具 フルニ非ザレバ,術 後 ニ於ケル變化ノ觀察 ヲ誤 ルコト往 々二シテアルモノナルガ,要 之,本 組織ノ

變化ハ其ノ進行度青年鼠ノ夫 レニ比シテ著シク遲ク,術 後第二十四時間ニシテ共 ノ三階級ノ精細胞竝ニ精絲ヲ包

含 セル細精 管ニ於 テ,所 謂精細胞融解現象ヲ呈セル者 ハ殆 ド之 シ.サ レド茲 ニ注意ス可キハ,其 ノ中ノ數箇ニ

於 テ,凡 テノ細胞 ノ排列ノ亂 レタルノ ミナヲズ,一 般 ニ精細胞ル凡テニ退行性變化ル現 レタルモル,即 チ核ル染

色等惡 シキ者等ニ遭遇 スル事寡 キニ,多 クノ管腔内ニ於テ赤染セル硝子様物質,即 チ分泌物乃至精細抱頽敗物質

ノ充満セルコ トナリ(Spermastase)(後 述 スル間質組識 ニ於ヶル漿液ノ發生參照),而 シテ其ノ術後第 六十時間,

第七日,第 十二日,第 二十 日,第 三十五 日及ビ第四十日ト次第二精細胞ノ融解現象ヲ進 行スルテ見 ル.サ レド術

後第三 十五日ノ觀察ニ於テモ,其 ル變 化ハ恰 モ青年鼠 ニ於 ケル術 後第十三日頃ヨリ第二十日前後ノ變化ニ比ス可

キモノアリ.即 チ尚ホ其ノ一部ル細精管ニ於 テ,三 階級ノ精細胞竝ニ精絲ノ混在 セルモノヨリ,精 祖細胞竝ニ精

母細胞 ノミニシテ,其 ル間ニ赤染セル頽敗物質 ノ充満乃至僅ニ存在セルモノ,數 箇乃至十数箇ル精祖細胞ルミチ

遣殘 セルモノ,セ ルトリー氏細胞ノミトナリテ,夫 レル管壁乃至管腔内ニ散在 シ,細 胞體ノ大ナル者ヨリ小ナル

者ノ混在セルモノ,及 ビ赤染 セル纎維樣物質ノ管腔内ニ錯綜 ンデ存シ,夫 レニ石灰ノ 々ナル程度 ニ沈著セル者

等アルチ見ル.而 シテ上記ノ五階級ノ細精管ノ變化ニ於テ,遺 殘 セル細精胞竝 ニ ルトリー氏細胞及ピ謂子様赤

染物質 ノ配合乃至混合状態 ニ於テ,種 々ナル形チ呈セルハ勿論ニシテ,中 ニハ精祖細胞及ビ精母細胞ノ各二,三

箇宛融合シ,或 ハ精娘細胞ノ數箇乃至十數箇相融合シテ巨大貪喰細胞 ト成 レル者ノ混在セルモノ等アリ,要 之,

本 期ニ於テハ.尚 ホ精祖細抱及ビ精母細胞 ヲ遺殘 シ,之 ニ數箇ノ精娘細胞及ビ精絲ノ混在セル者 ト,ゼ 砂トリー

氏細胞 ノミニシテ,之 ニ著 シク減少セル精祖細胞及 ビ精母細胞 ノ混在セル者ノ殆 ド半バ宛ア リ.夫 レニ數箇ル石

灰變性チ呈 セル細精管ノ混在 セルテ見ル.而 シデ細精管 ハ大部分ニ於デ中等度乃至亞高度ニ萎縮 シ,僅 二四分ル

一乃至五分ノ一二於 テ尚水萎縮度大ナヲズ
,多 ク間質組織 トノ間二大 ナル閲隙 ヲ生セリ.固 有膜ハ稍 々肥厚ス.

然 レ共茲ニ注意 ス可 キハ,青 年鼠 ノ睾丸ニ於デ認 メタルが如ク,其 ノ變化ル睾丸ノ部位ニ由 リテ異 リ,又 個獸ニ
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ヨリテ異 ルコトニシテ,之 ヲ其ノ生物學的觀察ニ於 デ,或 ル試驗獸ハ術後低下セル性慾 ノ術前ニ恢復スルニ八,

九 日ヲ要 シ,或 ル試驗獸ハ十四,五 日ヲ要セルニ比較對照 シ,注 意ス可キ事 ナリトス.而 シテ本鼠ニ於ヲモ兩側

ニ手術ヲ行ヘル者ハ,左,右 睾丸略同樣ナル退行性變化ヲ示 シ,一 側ニ手術ヲ行ヘル者 ニ於テ,他 側睾丸ニ於ケ

ル造精組織ノ代償性肥大ヲ認 メザリキ.

第 四 目　 間質組織ノ變化

間質組織ノ變化モ造精組織ノ變化ニ於テ認 メタルガ如 ク,其 ノ進行速度青年鼠ノ夫 レニ比 シテ遲 々トシ,細 精

管ノ萎縮ニ由リテ生ゼル間隙 ヲ充ス可 ク餘 リニ其ノ増殖ノ度遲々タリ.換 言スレバ巳 ニ試驗獸ノ年齡高クシテ,

其 ノ一般新陳代謝機能ノ青年鼠ノ夫 レニ比 シテ衰ヘタルが故ニ,細 精管萎縮ニ對 スル反慮,即 チ代償性増殖機能

ノ弱キガ爲メナル可 シ.即 チ術後ノ變化ヲ造精組織ノ夫 レヲ觀察セルガ如 ク,第 二十四時間ヨリ第四十日ニ亙 リ

テ見ルニ,術 後第二十四時間ニ於テハ殆 ド何等ノ變化ヲ見ザルモ,巳 ニ其ノ諸所ニ於テ,多 量ノ赤染セル硝 子様物

質(漿 液)ノ 存在 セルヲ認メ,同 第六十時間,第 七日,第 十三日及ビ第二十日ニ於テモ,假 令第 十三日頃ヨリ其ノ

量ヲ減少スルトハ云ヘ,尚 ホ夫 レノ存在 セルヲ認 ム.而 シデ組織球竝ニ巨大貪喰細胞 ハ細精管内 ニ於ケル精細胞

融解現象ノ烈シクナルニ蓮 レテ増殖 シ,術 後第七日頃ヨリ同第ニ十日頃ニ瓦 リテ最モ烈 シク増殖ス(中 等度).サ

レド之ヲ青年鼠 ニ於ケル増殖度ニ比スレバ,著 シク弱シ.次 ニ間細胞ノ變 化ニ就 イテ觀 ルニ,術 後間質内ニ漿液ノ

發生スルニ連 レテ其ノ肥大シ,核 ノゼルトリー氏細胞ノ夫 レニ比ス可 キ大 ナル者アルヲ見 ルモ,尚 ホ増殖 セルヲ

認メズ,岡 第二十日ヨリ第四十日二亙 リテ細精管ノ中等度乃至亞高度 ニ萎縮スルニ及 ビ,其 ノ最モ烈 シク増殖 セ

ル箇所ニ於テ,稍 々増殖セルガ如キ像ヲ認ム.即 チ間細胞ノ變化竝ニ其ノ他ノ間質ノ變化ヲ術後第三十五 日ノ

睾丸ニ就 キテ見ルニ,間 質組織ハ細精管ノ中等度乃至亞高度ノ萎縮ニ因リテ全體 ニ輕度ニ其ノ面積ヲ増加スレ共

(増殖セルヤ否ヤハ不明),眞 ニ増殖セリト惟ハルル處 ハ僅ニ數箇所ニシテ,可 ナリ高度ニ増殖 シ,殊 ニ白膜 ニ接

セル部分ニ於テ,:其 ノ増殖率大 ナルヲ見ル.サ レド斯 カル増殖モ未ダ細精管ノ萎縮ニ因リテ生ゼル間隙 ヲ充ス

ニ足 ヲズ,爲 ニ兩者間ニ於テ多クル罅隙ヲ存セリ.組 織球竝 ニ巨大貪喰細胞ノ兩者ハ可 ナリ著 シク増殖シテ群在

(血管外鞘 ニ於テ認ムル事アリ)乃至散在 シ,之 ヨリ先 キ精細胞融解現象ノ烈 シキ時,即 チ術後第 七日ヨリ第十三

日前後ニ於テ夫 レノ,殊 ニ巨大貪喰細胞ノ細精管内ニ遊走セルチ認メヌ.間 細胞 ハ前述セルが如 ク,著 シク増殖

セル間質組織内ニ於テ稍々増殖セルガ如 キヲ認メタリ.白 膜組織稍々増殖ス.間 質内ニ散在セル血管 ハ依然 トシ

テ血管硬化ヲ現 セリ.而 シテ之 ヲ術後一旦低下セル性慾ノ恢復 セル後,一 過性ニ其ノ昇騰 スル時期,即 チ術後第

十三日竝ニ第二十日ノ睾丸ニ就 キテ見 ルニ,同 組熾内ニ散在 セル血管ノ依然トテシ輕度乃至中等度ノ血管硬化ヲ

現セルヲ見 タリ.而 シテ此ノ期ニ於テ毛細血管ノ充血セルレテ認メザリシモ,而 モ尚ホ血球 ノ充實セルテ認メヌ,

要之、術後ニ於ケル間質組織 ノ變化ハ,試 驗獸ノ年齡高キ爲ニ其 ノ代償性増殖機能ノ弱 キテ認ム.

第 五 目　 先人 ノ實驗結果 トノ比較

先 人 ノ實驗中余 ノ實驗結果 ト比較 ス可 キ業績 ナケ レ共,生 物學的觀察 ノ條下 ニ於 テ

認 メタルガ如 ク,壮 年 鼠 ニ於ケル所見ノSteinach氏 ノ老 鼠 ニ於 ケル所見 ト似 タル者

アル ヲ以 テ,敢 テ本 目ヲ設 ケテ其 ノ組織學的所見 ヲ比較 セン ト欲 スル モノナ リ,即 チ

Steinach氏 ノ實驗 ニ據 レバ,老 鼠 ニ於 テ輸精管或 ハ睾丸,副 睾丸間結紮後一箇月乃至

二箇月 ニシテ間細胞 ノ著 シキ増殖 ト,三 箇月乃至八箇月 ニシテ術 後一旦退行變性 ニヨ
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リテ消滅 セル精蟲發生(精 絲形成現象)ノ 一部分乃至大部分 ニ於 テ再生 セ リト云 フモ,

余 ハ術後第四十 日迄 ノ觀察 ナ レ共,間 細胞 ノ敍上 ノ如 キ著甚 ナル増殖 ヲ見ズ シテ,僅

ニ數箇所 ニ於 テ著 シク増殖 セル間質粗綴中 ニ,輕 度 ナル間細胞 ノ増殖 ヲ見 タル ニ過 ギ

ズ,而 シテ術後 ニ於 ケル精蟲發生 ノ再生 ニ就 テハ,余 ハ遺憾 ニ シテ同期 日迄 ノ觀察 ヲ

爲 サザ リシヲ以 テ,遽 ニ之 ヲ批判スル事能ハザ レ共,余 ノ用 ヰタル壮年鼠ハ,年 齡生

後十五箇月十 日ヨリ同十六箇月十二 日ニ及べル者 ナル ヲ以 テ,屠 殺時ニ於 テ已ニ年齡

生後十六箇月十六 日ヨリ同十七箇月二十二 日ニ及 ビテ早 ヤ老年期 ニ入 リ,且 其 ノ組織

學 的檢 索 ニ於 テモ,造 精 組織 ノ退 行 變性 竝 ニ間質組 織 ノ代 償性 増殖 機 轉 ノ遲 々タ リシ

ニ徴 セ バ,果 シテ術 後 一定 期 日後,精 蟲發生 ノ再 生 スル ヤ否 ヤハ疑 問 ニ属 シ,生 物學

的 觀察 ノ條 下 ニ於 テ述 ベタ ルガ如 ク, Steinach氏 ノ用 ヰタル 試 驗獸 ニ シテ,其 ノ選擇

ヲ誤 レル結 果,假 リニ壮 年 期 ニ在 リタ ル者 ト推 定 スル モ,共 ノ組 織學 所見 ハ俄 ニ信 ズ

可 ラザル ナ リ.尚 ホ老 鼠 ニ於 ケル同 目條 下 ニテ詳 論 スル處 アル可 シ.

第 六 目 結 論

(一)壮 年鼠 ニ於 テ睾丸,副 睾丸間 ヲ結紮 スル時 ハ,其 ノ睾丸組織ニ變化 ヲ惹起 ス

即 チ造精組織 ノ退行變性竝ニ間質組織 ノ増殖之 ナリ(睾 丸全體 トシテハ萎縮 ス).而 シ

テ之 ヲ青年鼠 ノ睾丸 ニ於 ケル變化 ニ比較 シ,其 ノ進行度 ノ遲 々タル ヲ認 ム.

(二)造 精組織 ノ變化 トシテ擧 グ可 キモノハ,遺 殘 セル精細胞竝ニ精絲 ノ萎縮 退

行變性及 ビ壞死,ゼ ル トリー氏細胞 ノ肥 大,細 精管 ノ萎縮(高 度)竝 ニ固有膜 ノ肥厚

(輕度)等 ナ リ.

(三)間 質組織 ノ變化 トシテ擧 グ可 キモノハ,漿 液 ノ發生,間 隙 ノ増大,組 織球竝

ニ巨大貪喰細胞 ノ肥 大,増 殖及 ビ夫 レノ細精管 内遊走,結 締織 ノ増殖(輕 度)及 ビ間細

胞 ノ肥 大,増 殖(輕 度)等 ナ リ.

(四)以 上 ノ兩組織間 ノ變化 ニハ因果關係 アル モノニ シテ,造 精組織 ノ退化 ニヨリ

テ間質組織 ノ増殖 ヲ見 ルモノナ リ.サ レド壮年鼠 ニ於 テハ已 ニ其 ノ一般新陳代謝機能

ノ一定度 ニ沈衰 セル ヲ以 テ,該 變化 ノ進行度著 シク遲 シ.即 チ是 ニ由 リテ術後兩者間

ニ於 テ,一 定期 日後大 ナル間隙 ヲ生 ズル所以 ヲ解 シ得可 シ.

(五)精 細胞竝 ニ精絲 ハ術 前已ニ睾丸 ノ一部 ニ於 テ退行 變性 ニ陷 レル モノナルガ,

其 ノ術後 ニ於 ケルL變化ハ青年鼠 ノ夫 レニ比 シテ著 シク遲 ク,術 後第三十五 日ニシテ漸

ク青年鼠 ノ第十三 日乃至第三十 日前後 ノ夫 レニ類似 スル モノアリ.而 シテ精絲ハ同鼠

ニ於 ケルガ如 ク抵抗強 シ.

(六)ゼ ル トリー氏細胞ハ術 後第四十 日迄 ノ觀察 ニ於 テハ尚 ホ増殖 セザ レ共,已 ニ
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術後第二十四時間ニ シテ細精管 内ニ精細胞鬱積 ノ起ル ト共 ニ稍 々肥大 シ,精 細胞融解

現 象ノ起ル ニ連 レテ益 々其 ノ度 ヲ高 ムルモノナ リ.之 即チ其 ノ細胞體 内 ニ精細胞融解

産物 ヲ吸收 スル ニ因ル.

(七)漿 液ノ發生ハ術 後第二十四時間 ヨリ第 二十 日前後ニ於 テ認 ムルモ ノニシテ,

精細胞 ノ融解産物 ノぜル トリー氏細胞 ヲ介 シテ間質組織 ニ送 ラルル ニ因 ス.

(八)組 織 球 竝 ニ巨 大貪 喰細 胞 ハ術 後第 七 日 ヨ リ第 二十 日前 後 ニ於 テ最 モ烈 シク増

殖 ス.サ レ ド某 ノ度 ハ青 年鼠 ノ夫 レニ比 シテ著 シク弱 シ.

(九)間 細胞 ノ増殖 ハ術 後漸 ク第 三十五 日頃 ニ於 テ認 ムル モ ノニ シテ,而 モ夫 ハ著

シク増 殖 セルレ間 質組織 ニ於 テノ ミ輕 度 ニ發 見 スル モ ノナル ガ,之 ヨ リ先 キ同細 胞 ハ漿

液 ノ發生 スル ト共 ニ肥 大ス.

(十)血 管 硬化 ヲ呈 セル血管 ハ術 後一 過性 ニ性慾 ノ昇 騰 セル 時期 ニ於 テ何 等 ノ變 化

(新 生)ヲ 呈 セザ リキ.

(十 一)以 上 ノ變 化 ハ素 ヨリ睾丸 ノ部位 ニ ヨリ,個 獸 ニヨ リテ異 ル モ ノ ナル ガ,兩

側 ニ手術 ヲ行 ヘル 者 ニ於 テハ大 凡 其 ノ變 化 左,右 睾 丸 ニ於 テ同様 ナ リ.而 シテ一側 ニ

手術 ヲ行ヘル者 ニ於 テ,他 側 睾丸 ノ造精組 織 竝 ニ間質組 織 ノ代償性 肥 大乃至 増 殖 ヲ認

メザ リキ.

第 五 項　 老鼠 ノ睾丸 ニ於 ケル變化

第 一 目　 緒 言

先 ニ余 ハ老鼠ニ於 ケル生物學的觀察 ニ於 テ,術 後Steinach氏 ノ得タル所見 ト甚 ダ シ

ク異 ナレル知見 ヲ得タル ガ,其 ノ一度睾丸 ノ組織學的檢索 ヲ行 フニ ヨリテ,愈 々余 ガ

知見 ノ過タザル ヲ確認 セ リ.依 リテ以下之 ヲ簡敍 ス可 シ.

第 二 目　 正常ナル老鼠睾丸 ノ組織學的所見

題 シテ正常 ナル老鼠睾丸 ノ組織學的所見 ト云 フモ,之 ヲ青年鼠竝ニ壮年鼠 ニ於 ケル

所見 ニ比 シ,年 齡 ノ高下 ニヨリ,個 獸 ニヨリ,又 睾丸 ノ部位 ニヨ リテ著 シク其 ノ所見

即 ヲ老衰變 化 ヲ異 ニスル ヲ以 テ,茲 ニ一括 シテ述 ブル能 ハズ,ヨ リテ以下老年期 ニ於

ケル適當 ナル時期 ヲ選 ビテ,其 ノ睾丸 ノ老衰變化 ノ移行 ヲ窺 ヒ得ル四型 ,即 チ年齢生

後十九箇月,同 二十四箇月十 日,同 二十六箇月十三 日及 ビ同二十七箇月十 日ノ睾丸組

織豫 ヲ擧グ可 シ.サ レド豫 メ爰 ニ斷 リ置ク可 キハ,以 上 ノ四型必ズ シモ各年齢期 ニ於

テ現 ルル モノニ非ザル コ トナリ.

(イ)年 齡生 後十九箇 月 ナル老 鼠 ル睾丸組 織 像

先ヅ造精組織ノ所見ニ就キテ叙ブルニ,細 精管ハ可ナリニ萎縮シテ其ノ腔内ニ凡テノ精細胞ヲ有スルモノハ十
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數箇ニ過ギズ(サ レド尚ホ精絲 ハゼルトリ-氏 細胞 トPlasmaverbindungテ 爲 スモノアリ),爾 餘 ハ何 レモ以下述

ブルガ如キ弱度乃至亞高度ノ精細胞退化現象ヲ示 セリ,即 チ其ノ管腔内ニ精祖細胞,精 母細胞及ビ數箇ノ精娘細

胞(時 ニ數箇相融合セルコトア リ)チ有スルモノ.同 腔内ニ精祖細胞及 ビ數箇ノ精母細胞 テ有 スル看ノ及ビ單ニ同

腔内ニ減 少セル精祖細胞及ビ赤染 セル中等量ノ蜂窩状乃至線状ノ硝 子様物質 ヲ有 スル者等混在 ス,而 シデセルト

リ-氏 細胞 ハ敍上ノ各腔内ニ在 サテ,明 カニ認メ得ラルルモ,其 ノ核ノ萎縮セルモノ多シ,固 有膜 ハ稍々肥厚セ

リ(精細胞ノ退化烈ンキ精細管ニ於 テ殊 ニ然 リ).

間質組織 ハ白膜ニ接セル部及ビ精細胞ノ退化烈 シキ細精管ノ附近ニ於テ稍 々青年鼠ノ夫 レヨリ面積大ナルヲ見

ル.即 チ之 ヲ次述 スル年齢生後二十四箇月十日ノ者 ニ比 シ,ヨ リ大 トルモノナルガ.之 果 シテ眞ニ増殖 セルモノ

ナリヤ否ヤ俄 ニ斷定ス可ラザルモ,從 來老衰ノ初期ニ於デ,間 細胞ノ増殖 スルチ説ケ ルニ徴 シ,且 前述 セル壮年

鼠ノ條下ニ於テ,術 後第三十五日ヨリ第四 卜日ニ亙 リテ其ノ輕度ニ増殖 セルヲ見タルが故ニ,假 令自然的老衰ニ

於テモ此ノ現象アルチ否定 ズ可ラヌ.遮 莫,同 組織 ノ面積増大セルガ故ニ,其 ノ内ニ群在乃至散在セル細胞成分

即チ間細胞竝 ニ組織球性細胞ノ觀察 シ易クナレルハ事實 ナリ.即 チ間細胞 ハ同組織内ニ於テ諸所ニ明視セラルル

モノナルガ,其 ノ數チ増加セルヲ認 メズ,却 テ其ノ核 ノ大サニハ大ナル變 動無ケ レ共,多 少萎縮 シテ稜 チ帶べル

ヲ見 ル.組 織球性細胞亦増加セズ.諸 所ニ於 ヲ僅ニ赤染セリ漿液ノ存在セルチ認メタリ.同 組織内ノ血管壁ニ ハ

巳ニ亞高度乃至中等度 ノ老性變化,即 チ血管硬化現 レタリ.

(ロ)年 齡 生 後 二十 四 箇 月 十 日 ナ ル老 鼠 ノ睾 丸 組 幟 像

造精 組織 ノ變 化ハ前述セル年齢生後十九箇月ノ者ヨリ更ニ進行シテ各細精管 ハ輕度乃至中等度ニ萎縮シ,間 質

組織 トノ間ニ間隙アリ.而 シテ内數箇ノ細精管腔 ニ於テ,尚 ホ精蟲發生 ヲ藏 シ.精 蟲ノ可 ナリ存在セウヲ認ムル

モ'仔 細 ニ觀察 スル時ハ,已 ニ退行變性ノ現 レテ,新 生セラレタル精絲無ク,且 精娘細胞及 ビ精母細胞モ多數モ

ニ於テ萎縮退化セルテ見 ル.其 ノ他 ノ細精管内ニ於ケル變 化ハ屡述 セルガ如 ク,種 々ナル階級ノ退行變性ヲ示ス

モノニシテ,其 ノ大約二分ノーヲ領 スルハ.其 ノ管腔内ニビルトリ一民細胞,精 祖細胞及ビ赤染セル頽敗物質

(種 々ナル程度ニ於テ)テ容 レ,時 ニ數箇ノ精母細胞(時 ニ種々ナル階級ノ間接核分裂像ヲ呈セル事 アリ)ヲ混ズル

モノニシテ.爾 餘ハ精祖細胞,精 母細胞及ビ精娘細胞(時 ニ数箇乃至數十箇相融合シテ島状乃至巨大貪喰細胞様

ト成 レリ)ヲ 止ムシモノ,精 祖細胞及ビ精母細胞 ヲ止メテ其ノ間ニ頭部ノミ染 マレル精絲ノ混在セルモノ,及 ビ

赤染セル頽敗物質ノ種 々ナル程度ニ管腔内ニ蓄積シ,之 ニ石灰 ノ恰 モ精絲ノ頭部 ヲ見 シガ如 ク種々ナル程度ニ於

テ沈著セルモノ等ヨリ成 ル,而 シテ固有膜稍々肥厚 セリ.

間質組織 ハ前述セル年齢生後十九箇月ノ者ニ於テ認メタルガ如ク.増 殖セズシテ,細 精管トノ間ニ間隙ヲ生ジ,

間細胞 ハ稍 々萎縮シデ其ノ核時ニ稜 ヲ帯ビ,組 織球及ビ巨大貪喰細胞 ハ著變 ナクシテ同組織内ニ群在乃至散在セ

リ.血 管 ハ高度乃至中等度ノ老性變牝,即 チ血管硬化ヲ示 セリ.要 之,共 ノ老衰現象 ハ,前 述 セル年齢生後十九

箇月ノ者ヨリ更 ニ進行シテ,精 細胞ノ退化ヲ強 メ,且 間質組織ノ代償性増殖機轉ノ巳ニ此ニ伴ハザルヲ見ル.之

蓋シ其ノ新陳代謝機能ノ已ニ著 シク衰 ヘタルガ故ナリ.

(ハ)年 齡 生 後 二十 六 箇 月 十 三 日 ナル 老 鼠 ノ睾 丸 組 織 像

造精組織 ノ變化ハ前述セル年齡生後二十匹箇月十日ノ者 ヨリ更ニ進ミ,僅 ニ十數箇ノ細精管 ヲ除 クノ外 ハ著 シ

ク萎縮シデ間質組織 トノ間ニ大 ナル間隙 ヲ作 レリ,即 チ今精細胞退行變性ノ状 ヲ見ルニ,上 記ノ萎縮セザル十數

箇ノ細精管ニ於テ,精 細胞 ノ全階級ヲ止メ,之 ニ 絲 ノ混在 セルヲ見ルモ(而 モ巳 ニ全細胞 ニ退行性變化現レタ
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リ),其 ノ他ノ細精管ニ於テハ,精 細胞著シク退化シ,全 ク之 ヲ止メザルモノ,即 チ管腔内ニゼルトリ-氏 細胞 ノ

ミヲ止 ムル者共ノ大部分 ヲ占メ,爾 餘ノ管腔ニ於テハゼ ルトリ-氏 細胞 ト僅小ナル精組細胞及ビ精母細胞 ヲ止ム

ルカ(十數箇),或 ハゼルトリ-氏 細胞 ト單ニ數箇ノ精祖細胞ノミヲ止メ テ,其 ノ間ニ赤染 セル頽敗物質ヲ容ルル

カ(數箇),更 ニ進 ンデハ管壁乃至管腔内ニ存在セルゼルトリ-氏 細胞ノ外 ニ赤染セル頽敗物質 ヲ混 ジ.夫 レニ石

灰 ノ輕度乃至中等度ニ沈著セルモノ(三十數箇)等 アリ.而 シテ上記ノ變 化中,ゼ ルトリ-氏 細胞ハ屡々管壁ニ一

列,ニ 列乃至三列ニ配列 シ,或 ハ管控内ニ多數集合シテ恰モ増殖セルガ如 キ像 ヲ呈セルモ.此 ハ細精管腔ノ著 シ

ク縮小セルガ故ニ.依 然トシテ退化スル事無 ク.遺 殘 セル同細胞 ノ重ナリ合とテ斯 クノ如 キ外觀 ヲ呈セルヤモ計

ル可カラズ,加 之,其 ル中ニハ巳 ニ細胞體ノ萎縮シ,且 其ノ核ノLiningerust大 トナリテ汚染 シ.核 全體爲 ニ著シ

ク其ノ清澄度ヲ失ヘルニ徴セバ.同 細 胞増殖ノ有無ハ俄 ニ斷定ス可 ヲザルナリ.固 有膜中等度ニ肥厚ス(此 ハ細

精管ノ萎縮度ニ準ズルガ如 シ).

間 質組織ハ造精組織ノ著シキ萎縮ノ結果,其 ノ面積ヲ増大 シテ恰 モ増殖 セルガ如キモ,僅 ニ結締織ノ増殖 セル

ヲ認ムル程度ナリ.組 織球竝ニ巨大貪喰細胞 ハ増殖セズ,諸 所ニ群在乃至散在 シテ時ニ血管外鞘ニ集合ス.間 細

胞 ハ増殖 セザルノミナヲズ,其 ル細胞體縮小 シテ核亦萎縮シ,屡 々稜 ヲ帶ビ,或 ハ時ニ腎臓形乃至類馬蹄鐵形 ト

成 レルモノアリ.白 膜 ハ肥厚セズ.同 組識ノ諸所ニ散在スル血管 ハ其ノ壁肥大シ,高 度乃至亞高度ノ血管硬化ヲ

呈 セリ、

(ニ)年 齡 生 後 二 十 七 箇 月 十 日 ナル 老 鼠 ノ睾 丸 組 織 像

本年齡ニ於テハ,畢 丸組織ル退行變性殆 ド其ノ極度 ニ達 セルガ如ク,僅 ニ數箇ノ細精管ニ於テ,精 祖細胞,精

母細胞 精娘細胞及ビ精絲ノ存在スルヲ見 ルモ.巳 ニ其ノ多數ノ精 母細胞,精 娘細胞及ビ精絲ニ於 テ萎縮乃至退

行變性ノ現 レタル者多ク.爾 餘ノ細精管ニ於テハ單 ニ著シク減 少セル精祖細胞 ヲ止ムルカ.或 ハ全 ク之 ヲ缺 キ,

萎縮退化セルビルトリー氏細胞 ヲ容 ルルノミナルコト多シ.而 シテ一部ノ細精管ニ於テ,中 等度乃至亞高度ノ石

灰變性 ヲ呈セルヲ見 ル.固 有膜 ハ中等度ニ肥厚セリ.勿 論細精管 ハ著 シク萎縮 ス.間 質組織 ハ細精管ノ著 シキ萎

縮 ニヨリテ稍 々其ノ面積 ヲ増 セルモ,増 殖セズ.細 精管トノ間 ニ大 ナル間隙ヲ作 レリ.間 細胞 ハ萎縮 シ,原 形質

乏シクナリテ顆粒状ヲ爲サズ.核 ハ萎縮 シテ屡 々稜及ビ皺襞 ナ帶ベリ、組織球及ビ巨大貪喰細胞 ハ寧 ロ稍 々減少

セルガ如 キ觀 アリ,血 管 ハ高度乃至亞高度ニ老性變化即チ血管硬化ヲ呈 セリ.

以 上 ノ記載 ニテ明 カナル ガ如 ク,睾 丸 ニ於 ケル老 衰變 化 ハ,其 ノ年 齢 ニ由 リテ著 シ

ク差違 アル モノニ シテ,其 ノ變 化 ノ主 ナル モ ノハ ,精 細 胞竝 ニ精 絲 ノ萎 縮,退 行變 性

及 ビ壊 死,細 楕管 ノ管 經竝 ニ管 腔 ノ萎 縮,固 有膜 ノ肥 厚,ゼ ル トリー 氏細 胞 ノ末期 ニ

於 ケル萎縮變性,間 細胞,組 織球及 ビ巨大貪喰細胞 ノ萎縮,間 隙 ノ出現及 ビ血管 ノ老

性變化,即 チ血管硬化 ノ出現等 ナリ.而 シテ年齡 ノ高 キ者程 以上 ノ變 化強 シ.次 ニ竝

ニ記憶 ス可 キ興味 アル事 實ハ,自 然老衰 ニ於 ケル精細胞融解現 象
ニ 於 テモ,青 年 鼠竝

ニ肚年鼠 ノ條 下ニテ述 ベタル ガ如 ク
,時 ニ或 マ精娘細 胞 ノ數箇 乃至十數箇 相融合 シテ

島状乃至巨大貪喰細 胞様物 質 ト成 リ,時 ニ或 ハ精母細 胞 ノ數 箇相融合 シテ球状 物質 ト

成ル コ トナ リトス.換 言ス レバ自然的 精細胞融 解現象 モ,病 的精細胞 融解現 象 ニ似 タ

ル處 ア リ、只後者 ニ於 ノハ其 く進行度著 シフル速 キ差違 アル く ミ.
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第 三 目  手 術 後 ニ於 ケル老 鼠睾 丸 ノ組 織學 的變 化

術 後 ニ於 ケル 睾丸 組織 ノ變 化 ヲ敍 スル ニ際 シテ一 言 ス可 キハ,前 目 ニ於 タ述 ベタル

カ.如ク,其 ノ正 常 ナル組 織 像 ニ於 クモ,年 齢 ニ ヨリ,個 獸 ニ ヨ リ,又 睾丸部 位 ニ ヨリ
ヒ

テ其 ノ變 化 ヲ異 ニ スル ガ故 ニ、 斯 カ ル 異 ナ レル 睾 丸 組 織 像 ヲ有 ス ル 各 試 驗 獸 ニ於 テ、

術 後 如 何 ナ ル變 化 ヲ呈 ス ル ヤ ハ 興 味 アル 事 ノ 如 キ モ,老 鼠 ニ於 ク已 ニ其 ル新 陳 代 謝 機

能 ノ著 シク沈 衰 セル ガ 故 ニ,睾 丸 、 副 睾 丸 間 結 紮 操 作 ニ 對 スル 反 懸 ノ鈍 ク,從 ツテ造

精 組 織 竝 ニ 間 質 組 織 ノ變 化 ハハ彼 ノ青 年 鼠 竝 ニ壮 年 鼠 ニ見 タ ル ガ 如 ク烈 シカ ラズ シ テ,

其 ノ間 年 齡 ノ高 下 ニ ヨ リ,僅 ノ差 違 ヲ示 ス ノ ミナ リ.依 リ テ以 下 余 ノ用 井タ ル 老 鼠 中

最 モ年 齡 ノ若 キ モ ノ ニ シ タ,且 最 モ 長 期 ニ亙 リ ク觀 察 シ得 タ ル モ ノ(生 物 學 的 観 察 ノ

條 下 ニ於 ケ ル 第 二 例),及 ビ之 ニ次 デ老 ヒタル モ ノ ニ シ テ,術 後第 三 十 八 日迄 觀察 シ得

タ ル モ ノ(生 物 學 的 觀 察 ノ條 下 ニ於 ケル 第 三 例),蛇 ニ最 モ老 ヒタ ル 者 ニ シ テ,術 後 第

二 十 一 日迄 觀 察 シ得 タル モ ノ(同 上 第 十 例)ヲ 擧 ゲ,而 シ ヲ之 ニ加 フル ニ術 後一 過 性 ニ

性 慾 及 ビ其 ノ他 ル 一 般 身體 的,精 神 的 機 能 ノ亢 進 ス ル 時 期 ニ於 テ検 索 セル 組 織 像 ヲ以

テ シ,術 後 ノ變 化 ヲ説 明 ス 可 シ.

(イ)術 後 第 八 十 五 日 ニ於 ケル 變 化

生物學的觀察ノ條下ニ於 デ述ベタル第二例,即 チ老白鼠第十一號ノ右側睾丸二於ケル所見ニシテ,試 驗獸ハ當

時年齡生後二十六箇月十三日ナルモノナリ.即 チ年齡生後二十三箇月十八日ニ於テ手術 ヲ行へルモノ トス,

先 ヅ造精組織ノ變化ニ就イテ見ルニ,精 細胞退化現象 ハ著 シク進行 シテ細精管腔内ニ凡テル精細胞竝ニ精絲ヲ

.有スルモノハ僅ニ十數箇ニ過ギズ.而 モ之 ヲ仔細 ニ點檢 スル時ハ,三 階級ノ精細胞及 ビ精絲相共ニ退化シ,精 祖

細胞ノニ,三 箇相融合シテ球状 ト成 リ,精 母細胞ノ之ニ倣 ヒテ同状 ト成 リ.精 娘細胞ノ數箇乃至二十數箇相融合

シテ島状乃至巨大食喰細胞様ト成リ,精 絲ノ退化シテ其ノ頭部ノ數箇赤染セル球状物質内ニ混在シテ恰モ一ノ細

胞 ノ如 キ外觀ヲ呈セシ者等混在シ,巳 ニ精細胞融解現象ノ起 リツツアルヲ惟 ハシム.而 シテ爾餘ノ細精管ニ於テ

ハ何 レモヨリ以上強 キ精細胞融解現象 ヲ起 シ.其 ノ管腔内ニゼルトリー氏細胞及ビ偶々數箇ノ精祖細胞竝ニニ.

三 ル汚染セル精絲ノ頭部 ヲ容 レタルモハ(敬 箇),及 ビ其 ノ管腔内ニ萎縮 セルゼルトリー氏細胞ノミ散在性 ニ存シ

テ,其 ル間 ニ赤染 セル頽敗物買ノ種々ナル程度ニ,或 ハ蜂窩状,或 ハ線状.或 ハ網状ニ存在スルモル(大 約五分

ノ三ノ細精管),及 ビ同様ニ赤染セル頽敗物質ハ種々ナル程度ニ管腔丙二存在シ,之 ニ石灰 ノ中等度乃至亞高度ニ

沈著スルモノア リ(十數箇),而 シテ敍上ノ赤染物質及ビ一般 ニ細精管腔内ニ遺殘 セル精細胞 ハ其ル染色ノ状汚ク

シテ退化セリ,固 有膜ハ著シク肥厚 シ.細 精管ハ著 シク萎縮 セリ.次 ニ間質組織ル變化ニ就イテ見ルニ,前 述セ

ルガ如 ク,本 試驗獸ノ手術時ニ於ケル年齢ノ比較的若カリシガ故 ニヤ.中 等度ニ増殖セリ(殊 ニ結締織増殖ス,

サ レド細精管 トノ間ニ間隙多シ),其 ノ内ニ存在セル組織球亦可ナリ著 シク増殖 シテ群在セル所多ク.中 ニハ間接

核分裂像ヲ呈セルモノア リ,サ レド巨大食喰細胞 ハ殆 ド増殖 セズ,加 之.間 細胞 ハ屡 々萎縮 シテ原形質ニ乏シク,

且核 ノ雛襞 ヲ帶ピテ稜 ヲ有スルレモノア リ.而 シテ増殖 セル間質組織ノ面積 ニ比シ,其 ノ數甚ダ多カラズ.血 管ハ

中等度乃至亞高度 ニ變性シテ血管硬化ヲ呈 セリ.白 膜 ハ著 シク肥厚ス.
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以上兩組織ノ變化チ前述セル同年齢ノ老鼠 ノ睾丸組織像,即 チ本試驗獸ノ左側睾丸ノ組織像 ト比較 スルニ.造

精組織 於デハ後者ノ尚ホ一部分退化セル精絲,及 ビ精細胞 ヲ有スルトハ云へ,整 へル精蟲發生ヲ存セルニ反 シ.

庇 ニ於 テハ精絲竝ニ精細胞ノ亂 レタルノミナヲズ,更 ニ其ノ退化ノ度 ヲ進メデ球状,島 状乃至巨大貴喰細胞標物

ノ形成アリテ,手 術操作ニヨル情細胞融解現象ノ起 レルヲ認 ムルモ,巳 ニ術後第八十五日ナルガ故ニ,之 ヲ青年

鼠及 ビ壮年鼠ノ夫 レニ比 シ著 シク其 ハ進行度ノ遲 キヲ見 ル.加 之,一 管腔内ニ在 ル細胞成分竝ニ頽敗物質モ比較

的多クシテ,之 ガ吸取作用ノ遲 キヲ認 ム,之 ニ反 シ間質組織 ハ後者,即 チ左側睾丸ニ於デ,細 精管ノ著 シキ萎縮

ニ因 リテ僅ニ結締織ノ増殖 セルヲ認 メタルニ反シ,此 ニ於テハ其ノ中等度ニ増殖 セルテ認メ,且 組織球ノ著 シク

増殖 シ,白 膜ノ著 シク肥厚セ,レヲ認メタリ.之 即チ本鼠 ハ手術時ニ於ケル年齢比較的苦力リシガ故ニ,細 精管ノ

萎縮ニ因ル間質組織ノ代償性壇殖磯轉ノ尚 ホ保持 セラレタルガ爲メナル可 シ.

(ロ)術 後 第 三 十 八 日 ニ於 ケル 變 化

生物學的觀察ノ條下ニ於 テ述 べタル第三例即チ老 白鼠第十入號ノ左,右 睾丸ニ於 ケル所見ニシデ,試 驗獸 ハ當

時年齢生後二十六箇月二十七日二シテ,老 衰死ノ轉機 ヲ取 レル者 ナリ.而 シテ年齡生後二十五箇月十九日二於 テ

手術 ヲ行へルモノトス.

造精組織ノ變化ヲ見 ルニ,其 ノ所見略(イ)ニ 於 ケルト同様 ナルモノアルモ,手 術時ニ於ケル年齡約ニ箇月老

ヒタルニヤ,全 細精管腔内ニ遺殘 セル細胞數ノ中等度ニ寡キヲ見ル.即 チ大約其ノ三分ノーノ管腔 ニ於 テハ種々

ナル數及ビ状態ニ混在セル精組細胞,精 母細胞,精 娘細胞及ビ精絲ノ存セルヲ見ルモ,其 ノ多數ニ於 デ巳ニ退化

シ,且 其ノ數著シク減少セリ(精 娘細胞ノ融合セル島状乃至巨大貧喰細胞樣物數箇混在ス),而 シテ爾餘ノ管腔 ニ

於テハ,或 ハゼルトリー氏細胞 ト數箇ノ精祖細胞 ヲ止メ(數 箇),或 ハ種々ナル程度ニ存在セル赤染物質かセルト

リー氏細胞ノミヲ止メ(約 三分ノ一ノ細精管),或 ハ赤染セル纎維樣物質ノ管腔内ニ充チテ,之 ニ石灰ノ高度乃至

中等度ニ沈著 セル等アリ(ニ ト數箇ノ細晴管).而 シテ一般ニ細精管ハ著 シク萎縮 シ,間 質組織 トノ間 ニ大 ナル間

隙ヲ作 レリ.固 有膜 ハ稽 々肥厚ス.

間 質組織 ハ(イ)ニ 見ヌルガ如 ク増殖 セズ.サ レド組織球及ビ巨大貧喰細胞ノ稍 々増殖 セルガ如 キヲ認 ム.間

細胞 ハ多ク萎縮シテ原形質 ハ乏 シクナリ,且 全 ク顆粒状ヲ呈セメ,核 ノ萎縮 シテ核膜ニ雛襞ノ現 レタルヲ見ル.

血 管壁 ニハ高度乃至亞高度ノ血管硬化アリ.要 之,本 組織ノ變化ハ手術時ニ於ケル年齡巳 ニ(イ)ニ 比シ約ニ箇

月高ガリシ爲ニ,細 精管ノ萎縮ニ因ス,レ代償性増殖機轉ノ著 シク弱 キヲ見 ル.而 シテ左,右 睾丸ニ於ケ ル變化ハ

略同樣ナリキ.

(ハ)術 後第 二 十 一 日 二於 ケル 變 化

生物學的觀察ノ條下ニテ述 べタル第十例即チ老白黒第四十二號ノ左,右 睾丸 ニ於ケル所見ニシテ,試 驗獸ハ當

時年齡生後二十八箇月一日二シテ,老 衰死ノ轉機 ヲ取 レル者 ナリ.而 シテ手術時ニ於ケル年齡 ハ生後二十七箇月

十日ニシテ,著 シク高齢ナル者トス.

造精組織 ハ著 シク退化シテ細精管ハ高度ニ萎縮シ,其 ノ管腔内ニ精細胞 ヲ止ム,レモノ必極メデ寡ク,僅 ニ數箇

ノ管腔 ニ於テ,著 シク減少セル髄 細胞 ト時 ニニ 三箇ノ精母細胞竝 ニ精娘細胞 ヲ止ムルモノ規 ルノミニシテ

(而 モ上記ノ三細胞 Ｐ何 レモ萎縮退化セリ),爾 餘 ハ單ニ萎縮 セルゼルトリー氏細胞 ト,其 ノ間ニ赤染 セル頽敗物

質 ヲ容 レ,或 ハ巳ニ石灰ノ中等度乃至高度ニ沈苦セルヲ見ル.而 シテ固有膜稍 々肥厚 セリ.

間質組織ハ増殖セズシテ細精管 トノ間 ニ大 ナル間隙 ヲ作 レリ.而 シテ其ノ内ニ散在 セル組織球及ビ巨大食喰細
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胞 ハ増殖 セズシテ,恰 モ前述セル年齢生後二十七箇月十日ノ者ノ睾丸二於 テ見タルガ如 ク,其 ノ數寧ロ減少セリ.

間細胞 ハ萎縮 シテ原形質 ニ乏 シク,夫 レノ顆粒様構造不明 ト成 リ,核膜 ハ雛襞ヲ作 リテ核全體稜 ヲ帶ブ.血 管ハ高

度乃至亞高度 ニ老性變 化.即 チ血管硬化ヲ來セリ.要 之,本 鼠ニ於テハ其ノ年齡餘 リニ高キガ故ニ.術 前遺殘セ

ル精細胞 ノ數寡 ク(前 述セル年齡生後ニ十七箇月十日ノ老鼠睾丸ノ組織像參照).從 テ術後烈 シキ同細胞ノ欝積乃

至融解現象ヲ來サズ,且 其ノ新陳代謝機能ル衰ヘタルガ故 ニ,間 質組織ノ烈 シキ代償性増殖 ヲ來サザルテ認ム.

之即チ其ノ生物學的觀察 ニ於テ,術 後烈 シキ性慾竝ニ其ノ他一般 身體的.精 神的機能ノ昂進ヲ來サザリシ所以

ナル可シ(後 述スル 「睾丸,副 睾丸間結紮ノ睾丸内分泌 ニ及 肘ス影響 ・關 スル原因的考察」ノ條下參照),

次 ニ余ハ年齡生後 二十五箇月ヨリ,二 十六箇月ノ老鼠 ニ就 キテ術後一過性ニ性慾及 ビ其ノ他一般身體的.精 神

的機能ノ亢進ヲ來ス時期ニ於テ.睾 丸ノ組織學的檢査ヲ行ヘルガ,左 ニ先 ヅ術後第十二日ニ於ケル所見ヲ述べンセ

(ニ)術 後 第 十 二 日 ニ於 ケル 變 化

試驗獸ハ屠殺時年齡生後二十四箇月十二日ナリ.睾 丸組織 ノ變化ヲ見 ルニ,凡 ソ其ノ組織像ハ前述セル年齢生

後 二十四箇月十日及ビ同二十六箇月十三日ノ者ノ健康像ノ中間ニ在ルガ如シ.即 チ造精組織 ハ著シク退化シテ,

各細精管 ハ著 シク萎縮 シ,所 ニヨリテ共ノ大小ヲ異 ニスルモ,間 質組織 トノ問ニ概 シテ大ナル間隙ヲ作ル.而 シ

テ其ノ細精管腔内ニハ大部分 ニ於 テ單 ニゼルトリー氏細胞 ト赤染ゼル頽敗物質ノミヲ容 レ,此 ニ時 トシテ精祖細

胞 ト精母細胞(時 ニ間接核分裂像ヲ呈 セル者アリ)ル數箇ヲ混ゼシテ見 ル.而 シテ爾餘ノ細精管 ニ於 テハ時ニセル

トリー氏細砲,及 ビ數箇ノ精祖細胞及ビ精母細胞(時 ニ數箇相融 合シテ球状乃至橢圓形物質ヲ作 レル事アリ),竝

ニ數箇ノ頭部ノミ染 マレル精絲ノ混在 セルコトアリ(ニ,三 箇ノ細精管),或 ハ時ニセルトリ.氏 細胞ノ外 ニ數箇

乃至十數箇ノ精組細胞 ヲ止ムル事アリ(數 個ノ細精管),或 ハ更ニ其ノ退行變性進行シテ其ノ管腔内ニ赤染セル纎

維樣物質ヲ容 レ,此ニ石灰ノ輕度ニ沈著 セルモノ等アリ.而 シテ竝ニ注意ス可キハ,上 記ノ變性像中ニ於テハゼル

トリー氏細胞ノ管壁 ニセ一列乃至數列ニ排列シ,或 ハ管腔内ニ多數集合シテ恰モ其ノ増殖セルガ如 キ状ヲ呈セルコ

ト,及 ビ同細胞中ニハ頽敗物 ヲ吸收 シテ稍 々肥大セルガ如 キモノアルコトナリ,固 有膜ハ稍 々肥厚ス.

間質組織ハ細精管ノ萎縮 ニヨ リテ其ノ面積増大セルガ如キモ定カナラズ.サ レド組織球 ハ確 ニ増殖 シテ群在セ

ル所多ク,殊 ニ血管ノ周圍 ニ於テ然ルヲ見ル.間 細胞 ハ増殖 セザルモ群在セル所多ク,且 明カニ其ノ所在ヲ指示

シ得ザレド,中 ニハ核ノ稍 々萎縮 ンテ稜 ヲ帶ベルモノアリ.間 質組織 ノ諸所ニ於テ.僅 ニ漿液存在 ス.血 管ハ小

ナル者ヨリ大 ナル者 ニ至 ル迄血球良ク充實セリ.自 膜 ハ青年鼠 ノ夫 レヨリ稍 々肥厚ス.要 之,術 後第 十二日ニ於

テハ,巳 ニ正常 ナル老鼠睾丸ニ於 テ,精 細胞 ノ自然的退行變注チ見 ルモノナルモ,遣 殘セル精細胞 ノ融解現象チ

惹起 シ.其 ノ頽敗物質ヲセルトリー氏細胞ノ吸收 シテ肥大シ.且 組識球ノ増殖 セルヲ認ム.而 シテ間細胞ハ一般

ニ手術ヲ行ハザル老鼠ノ夫 レヨリ染色度鮮カナルガ如 ク,且 其ノ所在明瞭 ナリ.其 ノ他余ハ術 後第七日及 ビ第十

六日ニ於テ,結 紮睾丸ノ組織像 ヲ檢索シタルモ,其 ノ變化大同小異 ニシテ.明 カ二術 後一定期間ノ性慾ハ異常ニ

昇騰スル理由ヲ發見スルゴ ト能 ハザリキ.依 リテ以下之ガ記載 ヲ略 ス.

第 四 目　 先 人 ノ實 驗結 果 トノ比 較

先 ニ余 ハ生物 學 的觀 察 ニ於 テ, Steinach氏 實 驗 結 果 ノ壮 年鼠 ニ於 ケノレ觀 察 ト似 タル

モ ノ ア リタルレヲ以 テ,其 ノ睾丸 ノ組 織 學的 比較 ヲ同 鼠 ル睾 丸 ニ於 ケル變 化 ノ條下 ニテ

試 ミ,其 ノ甚 ダ シク異 ナ レル所 見 ヲ擧 ゲタ ル ガ,老 鼠 ノ睾 丸 ニ縫 ケル 所見 モ氏 ノ見 タル
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處 ト甚 ダ シク其 ノ趣 ヲ異 ニシ,術 後 一箇 月乃至 二箇 月 ノ觀 察 ニ於 テ,睾 丸 間 細胞 即 チ

氏 ル所 謂青 春腺Pubertatsdruseノ 著 シキ増 殖 ヲ來 シ,同 三箇 月乃至 八箇 月 ニ シテ細 精

管 ノ一部 乃 至大部 分 ニ於 テ精 蟲 發生 ノ再 生 セル ヲ認 メタ リ ト云 フガ如 キハ,全 然否 定

セザル可 カ ラズ.何 ン トナ レバ前述 セルガ 如 ク,老 鼠 ニ於 テハ已 ニ其 ノ新 陳 代謝機 能

ノ著 シク低 下 セルガ故 ニ,睾 丸,副 睾丸 間結 紮 ニ由 リテ多 少 ノ精細 胞 ノ細 精 管 内 ニ於

ケル鬱 積 ア リ ト雖 モ,同 細胞 ノ退 行變 性 進行 ノ速 度 ハ著 シク遲 ク,且 假令 細 精管 ハ著

シク萎 縮 スル トモ間質組 織 ノ代償 性増 殖機 縛 ノ衰 ヘタル ガ 故 ニ,同 組 織 就 中間細 胞 ノ

異 常 ナル 殖 ヲ來 スガ如 キハ絶 對 ニ認 メラ レザ リシガ 故 ナ リ.加 之,老 鼠 ヨ リハ著 シ

ク年齡 若 キ壮 年鼠 ニ於 テモ,術 後第三 十五 日乃至 第 四十 日ニ シ ラ漸 ク諸 所 ニ於 テ著 シ

ク増殖 セノレ間質組 織 内 ニ於 テノ ミ,其 ル輕 度 ニ増殖 セル ヲ認 メタ ルレニ徴 セバ,蓋 シ思

半 バニ過 グルモ ノア ラン.然 リ而 シテ氏 ガ實 驗 ヲ仔細 ニ觀 察 スル時 ハ,氏 ハ間細胞 中

ニハ二種 ノ細胞 任 リ,即 チ一 ハ眞 正 間細胞 ニ シテ,一 ハ組 織 球性細 胞(組 織 球 及 ビ巨

大貪 喰 細胞)ナ ルレコ トヲ知 ラザノレモ ノノ如 ク,斯 ル ガ故 ニ,余 ガ比較 的 年齢 若 キ老 鼠

ノ實驗 條下 ニ テ記載 セル ガ如 ク,時 ニ後者,就 中,組 織 球 ノ可 ナ リ著 シ キ増殖 ヲ來 シ

テ,之 ニ中等 度 ノ結 締織 ノ増殖 ヲ伴 フ事 アルガ故 ニ,之 ヲ以 テ間細胞 ノ著 シキ増殖 ヲ

來 セルレ者 ト誤 認 スルレコ トナ キ ニ シモ非 ズ,況 ンヤ其 ノ生物 學 的 觀 察 ニ於 テ,氏 ノ所見

ニ酷 似 セル壮 年鼠 ニ於 テハ,毎 常 可 ナリ高 度 ノ組 織 球性 細胞 ノ増 殖 ヲ來 ス ニ於 テヲ ヤ.

而 シテ尚 ホ茲 ニ注 意 ス可 キハ,氏 ガ正 常 ナルレ老 鼠睾丸 ノ組 織 像 トシテ擧 ゲ タ ル モル ハ,

余 ガ檢 索 ニ於 テハ,年 齢著 シク高 キ者(前 述 セル年 齢生 後 二十 七 箇月 十 日ノ老 鼠 ノ睾

丸 組織 像參 照)ニ シテ,斯 力ル退 化 セル睾 丸 ヲ有 スノレ者 ニ於 テハ,手 術 後 ニ於 ケル 睾

丸 組織 ノ變 化甚 ダ シク弱 キモノ ナル 事 ナ リ.次 ニ氏 ハ年 齡生 後 十九 箇 月 ノ早 期老 衰 鼠

ニ於 テ,右 側 睾丸,副 睾 丸 間結 紮 後,同 鼠 ニ依 リテ手術 當 日交 尾 セ ラ レタノレ成 熟雌 鼠

ノニ十 四 日後六 頭 ノ仔 鼠 ヲ産 メル ヲ實驗 シ,而 シテ説 明 シテ日 ク,之 一 側 睾九 ノ手術

ニ ヨ リテ,他 側睾 丸 ノ生殖 能力Zeuguugsfahigkeit再 生 セル結 果 ナ リ ト云 ヘル モ ,余 ノ

檢 索 ニ ヨ レバ,前 述 セル ガ如 ク,正 常 ナルレ同 年鼠 ノ睾九 細精 管 ニ於 テ,尚 ホ其 ノ十 餘

箇 ノ管 腔 ニ於 テ,精 蟲發 生 ノ存 在 シ、且 精絲 ノ假令 新 生 セ ラ レタル 者 少 シ ト云 へ,尚

ホゼル トリー氏細 胞 ト細 胞 結 合Plasmaverbindungヲ 爲 セル モ ノル 可 ナ リ存 在 スル ガ故

ニ,斯 ク ノ如 キ疑 義 ヲ挿 ム餘地 アル老 鼠 ヲ試驗 獸 ニ選 定 スル ハ上 乘 ナ リ ト云 フ可 ラズ、

加 之,生 物 學 的觀 察 ノ條下 ニ ラ述 ベタル ガ如 ク,其 ノ性慾 及 ビ共 ノ他 ノ生 物 學 的 習性

ニ關 スル 觀察 ニ於 テ,老 鼠 ヲ選 定 スル上 ニ於 テ缺 陥 ナ キニ シモ非 ザル ヲ惟 ハ シムヲ以

テ,此 等 相俟 チテ氏 ノ實驗 ニハ缺 陥多 シ ト云 ハザル 可 ラズ,況 ンヤ共 ル組織 學 的檢 索
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ニ於 テ,術 後 ニ於 ケル 睾丸 組 織 變化 ノ青 年鼠 ニ於 ケルレ變 化 ト等 シキ モノ ア リ ト主張 ス

ル ニ於 テヲヤ.

反之, Romeis氏 ノ用 ヰタルレ老 鼠 ノ術 前竝 ニ術 後 ニ於 ケル睾 丸 ノ組 織 學 的所 見 ハ,其

ノ間 多 少 ノ相 違 ア レ共,略 余 ヲ シテ肯定 セシムルモ ノア リ,サ レ ド茲 ニ注 意 ス可 キハ,

氏 ニ於 テモ依 然 トシテ間細 胞 中 ニハ眞 正間細 胞 ト組 織球 性細 胞 ノニ種 在 ル ヲ知 ラズ シ

テ,之 ヲ單 ニ大細 胞 ト小細 胞 トニ分 チ,前 者 ハ其 ノ原 形質 内 ニ多量 ノ類 脂 肪體 ヲ容 レ,

後者 ハ緻 密 ナル造構 ヲ有 シラ類 脂肪 體 ニ乏 シク,且 兩者 トモ其 ル原 形質 内 ニ褐 色 ナノレ

色 素顆 粒 ヲ藏 シテ間質組 織 内 ニ群在 乃至 散 在 シ,間 細 泡 ヲ以 テ精細 胞 ル營 養器管 ナリ

ト云 ヘルレコ トナ リ.

第 五 目　 結 論

(一)老 鼠 ニ於 テ,其 ノ睾 丸,副 睾丸 間 ヲ結 紮 スル時 ハ,睾 丸 組織 ニ變 化 ヲ生 來 ス.

即 チ造精 組 織 ノ退 行變 性竝 ニ間質組 織 ノ増 殖 之 ナ リ(睾 丸全 體 トシ テ萎 縮 ス),ナ レド

兩組 織 ノ變 化 ノ程 度 ハ著 シク低 キモ ノ ニ シテ,之 ヲ青 年鼠 竝 ニ壮 年鼠 ノ夫 レニ比 シ,

霄 襞 ノ差 違 ア リ.

(二)造 精組織 ノ變 化 卜シテ擧 グ可 キモ ノハ,遺 殘 セノレ精 細胞 竝 ニ精 絲 ノ萎縮,退

行 變性 及 ビ壞 死,細 精管 ノ萎 縮,固 有膜 ノ肥 厚等 ナ リ.

(三)間 質組 織 ノ變 化 トシテ擧 グ可 キモ ノハ,漿 液 ノ發生(少 量),間 隙 戸増 大,組

織 球 ノ増殖,及 ビ結 締織 ノ増殖(輕 度)等 ナ リ.

(四)以 上兩 組織 ノ變 化 ニハ,青 年鼠 竝 ニ壮 年鼠 ニ於 テ見 タル ガ如 ク因果 關 係在 ル

モ ノニ シテ,造 精組織,就 中,遺 殘 セル精細 胞 竝 ニ精 絲 ノ融 解 ニヨ リテ間 質組 織,就

中,組 織 球竝 ニ結 締 織 ノ増殖 ヲ見 ルモ ノナ リ,ナ レド兩現 象 ノ進行 度 ハ極 メテ遲 ク且

弱 シ.

(五)精 細 胞 竝 ニ精 絲 ハ,術 前已 ニ主 トシテ老 年期 内 ニ於 ケル年 齡 ノ高 下 ニ ヨ リテ

多 少 ノ差 違 ヲ呈 スル モ,著 シク減 少 セルモ ノナ ルガ,又 手術 操 作 ニ ヨ リテ徐 々 ニ退 行

變 性 ニ陷 ル モノ ナ リ.ナ レド其 ノ度 ハ著 シク低 ク,且 其 ノ進 行度著 シク遲 シ.例 之,

年 齡 生 後 二十 三箇 月十 八 日 ノ老鼠 ニ於 テ見 タル ガ如 ク,術 後第 八十五 日 ニ於 テモ尚 ホ

且 精娘 細胞 竝 ニ精 母細 胞 ノ數 箇乃至 二十數 箇相融 合 シテ前者 ハ球 状 ト成 リ,後 者 ハ島

状乃至 巨 大貪 喰細胞 機 ト成 リテ,細 精 管腔 内 ニ遺殘 シ,精 祖細 胞竝 ニ精 絲 ル萎 縮 乃至

其 ノ一 部分 ノ退 化 セルレマ マ尚 ホ止 レル ガ如 キ類 ナ リ.而 シ テ此 ノ退 化現 象 ハ尚 ホ年齡

高 キ者 ニ於 テ ヨ リ遲 ク且 ヨ リ低 シ.

(六)ゼ ルレ トリー氏細 胞 ハ正 常 ナルレ老 鼠睾 丸 ニ於 テ,假 令 其 ル一 部 分乃 至大 部分 ノ
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萎縮 スル トハ云 へ,精 細胞 ル萎 縮 乃至 退化 ニ ヨ リテ其 ノ所 在 明 カ トナル モ ノナ ルレガ,

術 後一 過性 ニ試 驗獸 ノ性 慾 及 ビ其 ノ他一般 ノ身 體 的,精 紳 的機 能 ノ亢 進 スル時 期 ニ於

テ,精 細胞 ノ頽 敗物 質 ヲ吸收 シラ稍 々肥 大スル モ ノナ リ.

(七)細 精管 竝 ニ固 有膜 ハ術 前 已 ニ精 細 胞 ノ退 化 スル ニ由 リテ,夫 々年 齢 ノ高 下 ニ

準 ジ,前 者 ハ輕 度乃 至 高度 ニ萎 縮 シ,後 者 ハ輕 度乃 至 中等 度 ニ肥厚 スル モ ノ ナル ガ,

術 後遺殘 セル精 細胞 ノ退 化 スル ニ ヨ リテ,更 ニ其 ル萎 縮 度 竝 ニ肥 厚 度 ヲ増 ス モ ノ ナ

リ.

(八)漿 液 ノ發 生 ハ術 後 一過 性 ニ性 慾 及 ビ其 ノ他 ノ身 體 的,精 神 的機 能 ノ亢 進 スルレ

時機 ニ於 テ,間 質組 織 内 ニ僅 ニ認 メタル モ ノナ リ.

(九)組 織球 ノ増殖 ハ術 後 一過性 ニ性慾 及 ビ其 ノ他 ノ身體 的,精 神 的機 能 ノ亢 進 ス

ル時期,即 チ間 質 組 織 内 ニ於 テ僅 ニ漿 液 ノ發 生 スルレ時 期 ニ於 テ 認 ムル モ ノ ニ シテ,

其 ノ増 殖 ノ度 ハ年 齡 ノ若 キ老 鼠.即 チ尚 ホ多數 ノ精 細胞 ヲ遺 殘 セル 睾丸 ニ於 テ ヨ リ高

シ.

(十)結 締織 ノ増殖 ハ細精管 ノ萎縮 ニヨリク生 ゼル間隙 ヲ充 ス可 ク發現 スルモノナ

ルガ,老 鼠 ニ於 テハ已 ニ其 ノ新陳代謝機能 ノ著 シク衰 ヘタルガ故 ニ,其 ノ代償性増殖

機轉 ル溺 ク,僅 ニ比較的年齡若キ老鼠 ニ於 テ,輕 度 ニ其 ノ増殖 ヲ見ルモノナ リ.從 テ

細精管 トノ間ニハ常ニ大 ナル間隙 ヲ存 セ リ.

(十 一)間 細胞 ハ正常 ナル老鼠睾丸 ニ於 テハ已ニ萎縮 シテ其 ノ核多少 ノ稜 ヲ帶 ビ,

原形質稍 々減量 シテ其 ノ顆粒状造構 ノ不明 トナ レル モ ノナルガ,術 後一過性 ニ性慾及

ビ其 ノ他 ノ身體的,精 神的機能 ル亢進スル時機 ニ於 テハ,一 般 ニ其 ノ染色度 ヨリ鮮 カ

ト成 レリ.

(十 二)間 質組織中 ニ散任セル血管 術術後一過性 ニ性慾及 ビ其 ノ他 ノ身體的,精 神

的機能 ノ亢進 スル時期 ニ於 テ,其 ノ老性變化,即 チ血管硬化 ニ變 化(新 生)ヲ 來 サザ リ

キ.

(十 三)術 後 ニ於 ケル老 鼠睾丸 ル變 化 ハ,青 年 鼠竝 ニ壮 年鼠 ニ於 テ見 タ ル ガ如 ク,

睾丸 ノ部 位 ニ ヨリ,個 獸 ニ ヨ リテ差違 アル モノ ナル モ,殊 ニ老 鼠 ニ於 テハ年 齡 ノ高下

ニ ヨ リ,換 言 ス レバ其 ノ新 陳代謝 機 能 ノ尚 ホ盛 ナル ヤ否 ヤ ニ ヨ リテ著 シキ差 違 アモ モ

ノナ リ.サ レ ド之 ヲ一 試 驗獸 ニ就 キテ見 レバ ,其 ノ兩側 睾丸 ニ於 ケノレ變 化 ハ略 同 樣 ナ

リ.而 シテ一側 ニ手術 ヲ行 ヘル者 ニ於 テ,他 側睾丸 ノ造精組 織竝 ニ間 質組織 ノ代 償 性

肥 大 ヲ認 メザ リキ.

(十 四)以 上 ノ所 見 ニ由 リテ余 ハSteinach氏 ノ術 後一 箇月乃 至 二箇月 ニ シテ異 常 ナ
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ル 間細胞 ノ増殖 ヲ認 メ,同 三 箇 月乃至 八 箇月 ニ シテ一 旦消 滅 セル精 蟲發生 ノ一部 乃至

大 部 ノ細 精 管 ニ於 テ再 生 セ リ ト爲 ス所 見 ヲ否定 セン ト欲 ス.而 シテ尚 ホ氏 ノ所 謂青春

腺Pubertatsdruse即 チ間細胞 中 ニハ組織 球性細 胞 ノ全 部 包含 セ ラルル モ ノ ナル事 ヲ特

筆 セ ン. Romeis氏 モ亦 之 ガ區 別 ヲ爲 サザ リキ.

第 六 項　 幼 年鼠 ノ睾九 ニ於 ケル變 化

幼 年鼠 ニ於 テハ睾 丸,副 睾 丸間結 紮 後,其 ノ睾丸 組織 ニ何等 ノ變 化 ヲ惹 起 セザ リキ,

之 即 ヲ本 鼠 ニ於 テハ尚 ホ其 ノ睾 丸 外分 泌 ノ營 マ レザル ガ故 ニ シテ,後 次 第 ニ精 蟲 發生

Spermatogeneseノ 整 フ ヲ觀 タ リ.

第 七 項　 總括 的結 論

一 ,大 黒 鼠 ニ於 テ,其 ノ睾 丸,副 睾 丸間 ヲ結 紮 スル時 ハ,幼 年 鼠 ヲ除 キ睾 丸組織 ニ

變 化 ヲ來 ス モノ ナ リ,即 チ造精組 織 ノ退 化 竝 ニ間 質組 織 ノ増殖 之 ナ リ(睾 九 全體 トシ

テハ萎 縮 ス).而 シ テ該 變 化 ハ年齡 ニ ヨ リ,個 獸 ニ ヨ リ,及 ビ睾 丸 ノ部 位 ニ ヨ リテ著 シ

ク其 ノ趣 ヲ異 ニス.

二,造 精 組織 ノ變 化 トシ テ擧 グ 可 キ モ ノ ハ,精 細 胞 及 ビ精 絲,即 チ生 殖細胞 ノ萎

縮,退 行變 性,壞 死 竝 ニ一 定期 日後 ニ於 ケル 再生,ぜ ル トリ一 氏細 胞 ノ初 期 ニ於 ケル

肥 大,増 殖,竝 ニ一 定期 日後 ニ於 ケル萎 縮,變 性,細 精管 ノ萎 縮,及 ビ固 有膜 ノ肥厚

等 ナ リ.

三,間 質組織 ノ變 化 トシテ擧 グ可 キモ ノハ,漿 液 ノ發生,組 織 球性 細胞 ノ肥 大.増

殖 乃 至 之 ガ細 精 管 内遊 走,結 締 織 ノ増 殖及 ビ間細胞 ノ肥 大増 殖 等 ナ リ.

四,上 述 セル 造精 組織 竝 ニ間 質組織 ノ變 化 ニハ因果 關係 在 ルモ ノニ シテ,前 者 ノ退

化 スル ニ ヨ リテ後者 ノ増殖 スル モノ ナ リ.換 言 ス レバ細 精 管 ノ萎 縮 スル ニ ヨ リテ生 ゼ

ル 間隙 ヲ充 タス 可 ク,間 質組織 ノ代償 生 増殖 ヲ營 ムモノ ナ リ.

五,造 精組 織 ノ變 化 ハ青 年 鼠 ニ於 テ最 モ激烈 ニ シテ,術 後 已 ニ 二十 四時 間 ニ シテ輕

度 ノ生 殖細 胞 融解 現 象 ヲ現 シ,同 第 七 日以後 ニ於 テ該 現象 最 モ烈 シク,同 第 十三 日ニ

於 テハ已 ニ其 ノ最盛 期 ヲ超 エ,同 第 三十 日頃 ニ於 テ殆 ド該現 象 ノ終 レル ヲ見 ル ニ,壮

年 鼠 ニ於 テハ該 現 象 ノ進行 度 著 シク遲 ク,術 後 漸 ク第 三十 五 日頃 ニ於 テ,青 年 鼠 ノ夫

レノ第 十 三 日乃 至第 二 十 日 ノ所 見 ニ似 タル モ ノ ア リ.且 老 鼠 ニ於 テハ該 現象 尚 ホ一層

遲 ク シテ,術 後第 八 十五 日 ニ於 テモ非 手術 側睾 丸 ノ夫 レヨ リ僅 ニ進 行 セルレヲ見 ル ノ ミ

ナ リ.而 シテ獨 リ青 年 鼠 ニ於 テ,術 後第 九十 日後一 旦消 失 セル生殖 細 胞 ノ再生 スル ヲ

見,後 再 ビ共 ノ融解 スルレヲ見 タ リ.細 精管 竝 ニ固有膜 ハ大 凡上 述 セル ガ如 キ生 殖細胞
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融解現象進行度 ノ遲速,竝 ニ強弱 ニ由 リテ其 ノ萎縮度竝 ニ肥厚度 ヲ異 ニス.然 レ共獨

リゼルレトリー氏細胞 ハ其 ノ趣 ヲ異 ニシ,青 年鼠 ニ於 テ生殖細胞融解現象 ル起ル ニ ツレ

テ其 ノ頽敗物質 ヲ貪喰 シラ肥大 シ,該 現象 ノ殆 ド末期 ニ近 ヅケル頃,即 チ術 後第三十

日頃 ヨリ漸ク増殖 シテ,同 第五十一 日ニ於 テハ其 ノ甚 ダ シク増殖 セルレヲ見 ルレモノナル

ガ,後 一定期 日後,即 チ術後第百十八 日ニ於 テ,間 細胞 ノ著 シク増殖 シテ,試 驗獸 ノ

異常 ナル性慾 ノ昂進 ヲ來セル時期 ニ於 テ,萎 縮乃至退化セル モノアル ヲ見 タ リ.然 レ

共壮年鼠竝 ニ老鼠 ニ於 テハ,同 細胞 ノ斯 クノ如 キ種 々ナルレ變化 ヲ見ル能 ハズ,僅 ニセ前

者竝 ニ老鼠 ノ比較的年齡若 キ者 ニ於 テ,術 後生殖細胞融解現象 ノ起 ル ト共 ニ,同 様 ニ

其ノ頽敗物 ヲ吸收 シテ可ナ リ肥大 セルヲ見 ルノ ミ.

六,間 質組織 ノ變化 モ青年鼠 ニ於 テ最 モ烈 シク,漿 液 ノ發生 ハ術 後生殖細胞融解現

象 ノ起 ル ト共 ニ認 ムルモノニシテ,其 ノ度 ハ青年鼠 ニ於 テ最 モ烈 シク,壮 年鼠 之ニ次

ギ,老 鼠最モ小 ナ リ.組 織球性細胞 ノ肥 大増殖 ハ同 ジク生殖細胞 融解現象 ル起ル ト共

ニ發現 スル モノニ シテ,其 ノ肥 大乃至増殖 ノ度ハ亦青年鼠.壮 年鼠及 ビ老鼠 ト順次低

下 シ,且 前二者 ニ於 テ同細胞,就 中,巨 大貪喰細胞 ル屡 々細 精管腔 内ニ遊走 セル ヲ見

ル.結 締繊増殖ノ強弱 モ亦組織球性細胞増殖 ル夫 レニ準 ゼ リ.間 細胞 ノ肥 大ハ同 ジク

生殖細胞融解現 象ノ起 リテ、其 ノ頽敗物質 ノビル トリ一氏細胞 ヲ介 シテ間質組繊 ニ送

ラルル時認 ムル モノニシテ,其 ノ強度 ハ順 次青年鼠,壮 年鼠 ト低下 スル モノナ リ(老

鼠 ニ於 テハ殆 ド肥大セズ),而 シテ其 ノ増殖 ハ間質組織 ノ術 後一定度 ニ増殖 スル ニ及

ビ,初 メテ認 ムルモノナルガ,其 ノ後益々其 ノ度 ヲ高 メテ,遂 ニ其 ノ細胞數 ノ組織球

性細胞 ノ夫 レヨリ大 トナル ニ至ル.サ レド以上 ノ如 キ烈 シキ増殖 ハ,獨 リ青年鼠 ニ於

テノミ認 ムル所 ニシテ,壮 年鼠 ニ於 テハ術後第 二十五 日ニシテ漸ク二,三 箇所 ニ於 テ

其 ノ著 シク増殖 セル間質組織内 ニ於 テ,輕 度 ニ増殖 セルヲ見ル ノミナ リ.勿 論老鼠 ニ

於 テハ増殖 セル ヲ絶對 ニ認 メザ リキ.

七,敍 上 ノ造精組織竝 ニ間質組織 ノ變化 ノ年齢的差違 ハ,一 ニ試驗獸 ノ新陳代謝機

能ノ強弱 ニ係 ルモノナ リ.生 殖細胞融解現象 ノ主因 ヲ爲 ス者 ハ,同 細胞 ノ細精管 内鬱

積 ナリトス.

八,個 獸 ニ ヨル睾丸組織變化 ノ差違 ハ,勿 論壮 年鼠竝 ニ老 鼠 ニ於 テハ手術 時ニ於 ケ

ル執 組織 ノ退化度 ニモ關 スル モノナランモ,此 ハ青年鼠 ニ於 ケル所 見 ニ徴 シ,睾 丸,

副 睾丸 間結 紮 操 作 ノ選揮的 ニ同時 ニ總 テノ生殖細胞 ヲ胃 サザノレニ因スル モノナル可

シ,即 チ同一試驗獸 ニ於 テモ睾丸 ノ部位 ニヨリ
,其 ノ變化 ヲ異 ニスル ハ之 ト同因 ナル

可 シ.

115



-382-

九,サ レ ド之 ヲ一試 驗獸 ノ兩 側 睾丸 ニ就 キテ見 ルニ,略 同 様 ナルレ變化 ヲ呈 セル ヲ見

ル.

十,余 ハ一側 ニ手術 ヲ行 ヘル青年鼠,壮 年鼠及 ビ老鼠 ヲ通 ジテ,他 側 ノ睾丸 ニ於 ケ

ルレ造精組織乃至間質組織 ノ代償性肥 大乃至増殖 ヲ認 メザ リキ.而 シテー側 ニ手術 ヲ行

ヘル青年鼠 ニ於 テ,術 後一定期 日後、結紮睾丸 ニ精 蟲發生 ノ一部分 ニ於 テ再生セルヲ

見 タ リ.

十 一,術 後性慾 ノ著 シク低下 セル青年鼠 ニ於 テ,其 ノ間細胞 ル生殖細胞 ノ頽敗物タ

ル蛋 白質乃至類脂肪體 ヲ多量 ニ攝 リテ肥 大シ,壮 年鼠 ニ於 テモ稍 々輕度 ナル同様 ナルレ

攝取状態 ニ在ル ヲ認 メタ リ.之 ニ反 シ,老 鼠ニ於 テハ此ノ事 ナク,其 ル細胞體依然 ト

シテ萎縮 スル モ,對 照タル老鼠 ノ間細胞 ニ比 シ,其 ノ染色状態鮮 カ ト成 レル如 キヲ認

メタ リ.

十二,幼 年鼠 ハ睾丸,副 睾丸間結紮後,其 ノ睾丸組織 ニ何等 ノ變化 ヲ來 サザ リキ.

附記 詳細 ハ青 年鼠,壮 年鼠及 ビ老鼠 ノ睾丸 ニ於 ケル變 化ノ結論 ヲ參照 セラ レタ

シ.

(未 完)

「ス ピ ロチ ー ド」「ス ト フ ルゾ ー ル」竝 ニ黴 毒 豫 防 ニ付 テ. Hoffmann, Uber Spirocid, Stovarsol

 und Syphilis-Schntz. (Dermeat. Zeitschr, Bd. 12, H. 2, 1924)

Levaditi氏 ガ黴 毒 ノ 内服 トシテFourneau氏 ノ作 製 セルStovarsolヲ 徽 毒 ノ豫 防 ニ慮 用 セ ル モ是 ハ既 ニEhtlich

氏 ノ創 製 セ シSpirocid(「 ア ル ジ ン」酸 剤)ト 同劑 ナ ル事 ハ 明 カ ナ リ,

著 者 ハ「ス ピ ロチ ー ド」ガ人 間 ニ於 テ モ黴 毒 「ス ピ ロへ ー タ」及 ビ高度 ノ黴 毒症 候 ニ對 シ テ有 敷 ナ ル事 ヲ確 謹 シ

得 タ リ.

該 劑 ハ通 常 ヨ ク堪 ヘ ヲ ル ル モ1回 「サ ル ヲ ル サ ン」疹 ノ如 キ皮 膚 炎 ニ遭 遇 セ リ.尚 ホ動 物 試 驗 ニ テ黴 毒 ノ豫 防

ニ稍 々效 果 ア ル モ ノ如 シ.

Kolle氏 ハ最 近 不溶 解 性 ノ蒼 鉛 製 劑 ガ黴 毒 ノ 豫 防 ニ效 ア リ トセ リ.是 レ興 味 ア ル問 題 ニ シテ一 面 ニ ハ不 溶解

性 ノ モ ノ ガ溶 解 性 ノ モノ ニ優 ル7ト チ示 ス モ ノ ナ リ.

又 水銀 或 ハ蒼 鉛 ト「サ ル ヲ ルサ ン」ト チ混 合注 射 ス ル ハ著 者 〓之 ヲ推 稱 セ ズ ト云 フ.

結 論 ト シテ治療 竝 ニ豫 防 ニ對 シテ「ス ト ヲ ルゾ ー ル」及 ビ 「ス ビ ロチ ー ド」ヲ推 稱 ス ル コ トハ今 日尚 ホ 早計 ニ シ

テ豫 防 ト シ テ ハ 「コ ン ドー ム」, 0.4%ノ 昇汞 或 ハ 青酸 酸 化汞 軟 膏 又 ハ5%ノ 「ア ル バ ル ギ ン」等 ノ外 用 ヲ癈 ス ル

能 ハザ ルベ シ.(皮,内 田 抄)
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